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1 はじめに

Unify NXJは、 NXJ アプリケーシ ョ ンを構築 ・配備 ・ 管理をするためのプラッ ト フォー
ムです。

NXJ アプリケーシ ョ ンは、 ビジネスプロセスを自動化して、 それらのプロセスにおける
データへの安全なアクセスが保証された J2EE準拠のWeb アプリケーシ ョ ンです。 例
えば、 NXJ アプリケーシ ョ ンは経費申請の承認プロセスに使用することができます。 そ
のアプリケーシ ョ ンでは、 従業員が申請書を提出してその進捗を確認することができた

り、 給与支払い担当者が従業員の提出した申請書を処理して、 支払い処理に自動的に送

ることができたり します。 このように自動化されたプロセスは、 申請書が正し く取り扱

われることを確実にすることができます。 また、 セキュリテ ィに関しては、 従業員は申

請の追加 ・確認に限定される一方で給与支払い担当者は追加 ・削除 ・更新 ・確認ができ

るといった形で保証することができます。

各 NXJ アプリケーシ ョ ンは ZIP ファイルでパッケージされ、 J2EE アプリケーシ ョ ン
サーバに配備されます。 サポート されるアプリケーシ ョ ンサーバについては、 『Unify 
NXJがサポートする構成』 に一覧されています。

1.1 Unify NXJの環境
Unify NXJは、 開発環境と実行環境で動作します。 NXJ アプリケーシ ョ ンは開発環境で
作成されて、 パッケージされます。 これらのパッケージは、 ユーザがアプリケーシ ョ ン

にアクセスする実行環境において、 アプリケーシ ョ ンサーバに配備されます。

管理者と配備担当者は実行環境で作業し、 以下を使用します。

• NXJ コン ト ロールセンタ
NXJ アプリケーシ ョ ンと関連のリソースのためにメニューシステムと管理ツー
ルを提供する Web ベースのツール。
© Copyright 2005 Unify Corporation 1



はじめに
• NXJ インタラクシ ョ ンサーバ
アプリケーシ ョ ンサーバと連携して、 NXJ アプリケーシ ョ ンを実行する役割を
持つ。

• 管理システム
NXJ コン ト ロールセンタ と、 アクセスを提供するリソースとを集中管理するた
めの管理システム。

• ActiveSecurity管理
ユーザ情報と NXJ アプリケーシ ョ ンのために確立するセキュリテ ィ を集中管理
するための管理システム。 なお、 ActiveSecurity管理はオプシ ョ ンになります。

エンドユーザは、 コン ト ロールセンタのリンクをク リ ッ クするか、 ブラウザのアドレス

バーに NXJ アプリケーシ ョ ンの URL を入力することにより、 実行環境の NXJ アプリ
ケーシ ョ ンにアクセスします。
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以下は、 Unify NXJ でこれらのコンポーネン ト と他のコンポーネン トの関係を示しま
す。

このガイ ドは、 これらのコンポーネン ト を使用する方法に関する情報を提供します。 ガ

イ ドは、 管理者や配備担当者、 そして NXJ アプリケーシ ョ ンを配備して管理するため
に Unify NXJ を使用するその他のユーザを対象と しています。
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はじめに
1.2 NXJ アプリケーシ ョ ンはどのように
動作するか？

NXJ アプリケーシ ョ ンは、 ユーザインタフ ェース、 データソースへのリンク、 ユーザイ
ンタフ ェースとデータソース （以下の図） 間の相互作用を定義するビジネスルールから

成ります。

1.2.1 ユーザインタフェース

ユーザインタフ ェースは、 主に Java Server Pages （JSP） ページに表示されるフォー
ムから成ります。 ユーザは、 NXJ コン ト ロールセンタのリンクをク リ ッ クするか、 Web
ブラウザでフォームの URL を入力してフォームにアクセスします。 各フォームは、 コ
ンポーネン ト と機能をド ラ ッグ＆ドロップで配置できるグラフ ィ カルなツールのアプリ

ケーシ ョ ンデザイナで作成されます。 各フォームは、 一般的にデータソースからのター
ゲッ トテーブルに関連付けられています。 以下は、 一般的なフォームの例です。

ヘッダやフ ッ タはアプリケーシ ョ ンのステータスに関する情報を提供します。 ツール

バーは、 NXJ アプリケーシ ョ ンをナビゲート したり、 データをナビゲート したり、 デー
タベース操作を実行するコマンドボタンをユーザに提供します。

ビジネスルール データソースユーザ

If adding, then call...

If adding, then call...
If deleting, then...

If searching, then...
If invalid ID, then...

インタフ ェース

フッタ 

ツールバー 

ヘッダ

フォーム
本体
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はじめに
ユーザがフォームを操作したとき、 NXJ インタラクシ ョ ンサーバはユーザのアクシ ョ ン
をデータベースに発行される SQL文に変換します。 どんな結果でも、 フォームに返さ
れ、 適切なフ ィールドに表示されます。 例えば、 ユーザは検索条件を入力し、 ツール

バーにある検索ボタンをク リ ッ クすることでターゲッ ト テーブルを検索することができ

ます。 NXJ インタラクシ ョ ンサーバは、 この検索コマンドをフォームにレコードを返す
SQL SELECT文に変換します。

1.2.2 データソース 
NXJ アプリケーシ ョ ンで使用されるデータソースは、 一般的に Java DataBase 
Connectivity （JDBC） を通して接続されるデータベースです。 開発者は、 アプリケー
シ ョ ンのプロパテ ィの一部と して NXJ アプリケーシ ョ ンデータソースを確立します。
管理者と配備担当者は、 配備で使用するデータソースを選択します。 管理者と配備担当

者は、 実行時にアプリケーシ ョ ンサーバにおいて、 データソース定義を設定する必要が

あるかもしれません。 データソース定義についての詳細は、 45 ページの 「データソー

ス定義」 を参照して く ださい。 サポート されるデータベースベンダーの一覧は、 『Unify 
NXJがサポートする構成』 にあります。 

1.2.3 ビジネスルール

ビジネスルールは利息を計算したり、 請求額の合計を計算したり といったカスタマイズ
されたロジックを使用して特定の作業を実行します。 開発者は、 組織のビジネスプロセ

スに合うように NXJ アプリケーシ ョ ンを作成するためにビジネスルールを使用します。
例えば、 NXJ アプリケーシ ョ ンは、 新しい経費申請書のレコードがデータベースに追加
されると、 自動的に申請書番号を生成するビジネスルールを含むことができます。 ある

いは、 従業員が新しい経費申請書を提出する際に、 従業員 ID を確認するためにビジネ
スルールを使用できます。

1.3 NXJ コン ト ロールセンタ
NXJ コン ト ロールセンタは、 NXJ アプリケーシ ョ ンと関連リソースのために、 メ
ニューシステムと管理ツールを提供する Web ベースのツールです。 ユーザが、 NXJ コ
ン ト ロールセンタから NXJ アプリケーシ ョ ンを起動するとき、 Unify NXJ インタラク
シ ョ ンサーバは、 フォーム上の実行、 データベースアクセス、 表示、 データ入力を制御

して管理します。

NXJ コン ト ロールセンタは、 一般的に Unify NXJ をインス トールしている間にアプリ
ケーシ ョ ンサーバに配備されます。 アプリケーシ ョ ンサーバは、 1 つの NXJ コン ト
ロールセンタのみを含むことができます。 NXJ コン ト ロールセンタを配備、 再配備、 ま
たは更新しなければならない場合があります。 NXJ コン ト ロールセンタの配備について
の詳細は、 13 ページの 「ccmanage ユーテ ィ リテ ィ 」 を参照して く ださい。 以下は、
一般的な NXJ コン ト ロールセンタを示します。 
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1.3.1 配備担当者と管理者

NXJ コン ト ロールセンタ配備担当者は、 NXJ アプリケーシ ョ ン、 アプリケーシ ョ ンと
は独立した ActiveWorkflow プロセスとレポート を配備する特別なタイプの NXJ コン ト
ロールセンタのユーザです。

NXJ コン ト ロールセンタ管理者は、 NXJ アプリケーシ ョ ン、 アプリケーシ ョ ンとは独
立した ActiveWorkflow プロセスやレポート を配備、 再配備、 削除する特別なタイプの
NXJ コン ト ロールセンタのユーザです。 また、 管理者は、 NXJ コン ト ロールセンタの
セキュリテ ィ と リ ソースにアクセスすることもできます。

1.3.2 リソース

リソースとは、 アプリケーシ ョ ンエン ト リポイン ト、 メニュー、 静的コンテン ト、 動的
コンテン ト等、 NXJ コン ト ロールセンタを通じてユーザがアクセスできる物です。

静的コンテン トには、 PDF、 HTML ページ、 イ メージが含まれます。 静的コンテン ト
フ ァイルは、 アプリケーシ ョ ンパッケージに含めるか、 または管理者によって追加され

ます。 一部の静的コンテン トは、 PDF フ ァイルのために Adobe Acrobat Readerのよう
な別のビューワを必要と します。

動的コンテン トは、 レポート等のように NXJ アプリケーシ ョ ンに組み込まれるロジッ
クの結果、 生成されるか変更されます。
6 © Copyright 2005 Unify Corporation
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1.3.3 セキュリテ ィ

NXJ コン ト ロールセンタは、 NXJ コン ト ロールセンタのリソースへのアクセスを制限
することでセキュリテ ィ を確保し、 NXJ アプリケーシ ョ ンの管理を行います。 NXJ ア
プリケーシ ョ ンは、 特定のフォーム、 データ、 その他の機能にアクセスするユーザを制

限することでセキュリテ ィ を確保しています。

NXJ アプリケーシ ョ ンのセキュリテ ィは、 NXJ アプリケーシ ョ ンの機能に割り当てら
れるロールと ActiveSecurity管理者で定義されるユーザのグループ間の関係に基づきま
す。 配備中、 配備担当者または管理者は、 アプリケーシ ョ ンのアクセス制御のために

ロールとグループを関連付けます。 セキュリテ ィについての詳細は、 『Securing an NXJ 
Application』 を参照して く ださい。
7© Copyright 2005 Unify Corporation



はじめに
8 © Copyright 2005 Unify Corporation



2 入門

NXJ コン ト ロールセンタは、 管理者と配備担当者が NXJ アプリケーシ ョ ン、 セキュリ
テ ィ、 レポート、 Webサービスやその他のリソースを管理するために使用する重要な
ツールです。 NXJ コン ト ロールセンタは、 一般的に Unify NXJがインス トールされると
きにアプリケーシ ョ ンサーバに配備されます。 配備される NXJ アプリケーシ ョ ンと一
緒に NXJ コン ト ロールセンタはローカライズすることができます。 ローカライズにつ
いての詳細は、 『アプリケーシ ョ ンのローカライズ』 を参照して く ださい。

2.1 コン ト ロールセンタへのアクセス

NXJ コン ト ロールセンタにアクセスするには、 以下の方法があります。

• Windows では、 スタート > すべてのプログラム >Unify NXJ>管理ツール > コ
ン ト ロールセンタ名 を選択します。

コン ト ロールセンタ名は、 アクセスしよう とする NXJ コン ト ロールセンタイン
スタンスです。

• Unix では、 Web ブラウザで NXJ コン ト ロールセンタの URL を入力します。

• あらゆるホス トに Web ブラウザを通してアクセスできます。 URLは、 以下の
通りです。 

http://machine:port/ControlCenterName

machineは、 NXJ コン ト ロールセンタが配備されたホス ト名を表します。 

portは、 アプリケーシ ョ ンサーバの http ポート番号です。 これは、 配備時に指
定されます。 デフォルトは、 アプリケーシ ョ ンサーバに固有です。

ControlCenterNameは、 NXJ コン ト ロールセンタの名称で、 NXJ コン ト ロール
センタの配備時に指定されます。
© Copyright 2005 Unify Corporation 9
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実際には、 セキュリテ ィポリシーによって、 ユーザはログインしなければならないかも

しれません。 新規のインス ト レーシ ョ ン後のデフォルトでは、 すべてのユーザがすべて

のリソースを見ることができるので、 ログインは必要ありません。

2.2 NXJ コン ト ロールセンタへのログイン
NXJ コン ト ロールセンタにログインすることは、 組織、 ユーザ名、 パスワードを必要と
します。 ほとんどの場合、 コン ト ロールセンタはこれらの各項目のために別々のフ ィー

ルドを表示します。 ユーザが ActiveReports機能にログインするとき等、 い くつかの例
において、 NXJはユーザ名とパスワードの 2 つを表示するだけかもしれません。 この
場合、 ユーザは、 ユーザ名の一部と して組織の名前を示すことができます。

username@organizationName

@organizationNameが指定されない場合、 コン ト ロールセンタのデフォルトの組織名
が使用されます。

2.3 NXJ コン ト ロールセンタのレイアウト
NXJ コン ト ロールセンタは、 Web ブラウザに開きます。 NXJ コン ト ロールセンタの動
作が確認された Web ブラウザの最新の一覧は、 『Unify NXJがサポートする構成』 を参
照して く ださい。 NXJ コン ト ロールセンタには、 ツールバー、 ログイン情報、 クイ ッ ク
メニューパネル、 コンテン トパネル （以下の図） があります。
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ツールバー

ツールバーには、 以下のボタンがあります。

ログイン情報

ログイン情報領域は、 うま く ログインしたかどうかで、 カレン ト ログイン名または

“Not Logged In” メ ッセージを表示します。

コンテン トパネル

コンテン トパネルは、 NXJ コン ト ロールセンタの主要作業領域です。 NXJ アプリケー
シ ョ ン、 管理者ツールへのアクセスを提供します。 

クイック メニューパネル

クイック メニューパネルは、 ユーザに必要と される最も共通するメニューと、 管理目的

に使用される 2、 3の専用のコンテキス ト対応メニューを表示します。 項目をクリ ッ ク
すると、 コンテン トパネルのメニューまたはページが開かれますが、 Unify NXJ アプリ
ケーシ ョ ンのインタラクシ ョ ンサーバウィ ンドウのような別のウィ ン ドウが起動するか

もしれません。 メニューについての詳細は、 23 ページの 「メニュー」 を参照して く だ

さい。 

2.4 セキュリテ ィ

NXJ コン ト ロールセンタは、 コン ト ロールセンタに配備される NXJ アプリケーシ ョ ン
とは、 別にセキュリテ ィが設定されています。 デフォルトで、 NXJ コン ト ロールセンタ
は制限を持たず、 すべてのユーザがあらゆるリソースにアクセスしてどんなアクシ ョ ン

ボタン 説明

デフォルトで、 カレン トユーザのためにコン ト ロールセンタ メニューであ

る HOME リ ソースが表示されます。

コンテン トパネルでカレン トページの Help情報が表示されます。

Login ページを表示します。 ユーザ名とパスワードを入力すると、 NXJ コ
ン ト ロールセンタはログイン資格を確認するためにアプリケーシ ョ ンサー

バに問い合わせます。 正し く ログインすると、 認証されたユーザとなりま
す。 ログインについての詳細は、 10 ページの 「NXJ コン ト ロールセンタへ
のログイン」 を参照して く ださい。 

NXJ コン ト ロールセンタからログアウト して、 認証されたユーザから認証
されていないユーザへと変わります。 ログアウトは NXJ コン ト ロールセン
タを終了しません。 ログインについての詳細は、 10 ページの 「NXJ コン ト
ロールセンタへのログイン」 を参照して く ださい。 
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も実行できます。 自分を含むどのユーザが管理者であるべきかを決定して、 それに応じ

て NXJ コン ト ロールセンタを更新することによって、 できるだけ早く 、 このデフォル
トのセキュリテ ィ設定を変更して く ださい。 NXJ コン ト ロールセンタのセキュリテ ィに
ついての詳細は、 『Securing an NXJ Application』 を参照して下さい。

2.5 ライセンシング

NXJ コン ト ロールセンタが持つライセンスを見るために Control Center Properties - 
License Key ページを使用します。 Control Center Administration > Properties > 
License Key を選択することで、 NXJ コン ト ロールセンタからページにアクセスしま
す。

2.5.1 NXJ Interaction Server と  
Application Designer ライセンス

実行環境において NXJ コン ト ロールセンタを使用するには、 NXJ コン ト ロールセンタ
は NXJ Interaction Server ライセンスを持たなければなりません。 ライセンスされてい
れば、 Control Center Properties - License Key ページの NXJ Interaction Serverのエン
ト リは、 Enabled と表示されます。

開発環境において NXJ コン ト ロールセンタを使用するには、 NXJ コン ト ロールセンタ
はアプリケーシ ョ ンデザイナライセンスを持たなければなりません。 ライセンスされて

いれば、 Control Center Properties - License Key ページの Application Designerのエン
ト リは、 Enabled と表示されます。

ライセンスを更新する必要がある場合、 ライセンスキーを取得する情報について Unify
社に連絡して く ださい。

2.5.2 ライセンスの更新

Unify社からライセンスキーを取得したら、 NXJ コン ト ロールセンタを更新する必要が
あります。

1. NXJ コン ト ロールセンタで、 Control Center Administration > Properties > 
License Key を選択します。

NXJ コン ト ロールセンタは、 現在のライセンスキー情報を表示します。

2. License Key フ ィールドに新しいライセンスキーを入力します。

ライセンスキーを正確に入力することが重要です。 キーは、 大文字 /小文字を区別
します。

3. Submit をク リ ッ クします。
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ページが更新され、 ライセンスが更新されたことをあなたに知らせます。

2.6 ccmanageユーティ リテ ィ
Unify NXJのインス トールは、 一般的にアプリケーシ ョ ンサーバにデフォルトで
ControlCenter と名付けられる NXJ コン ト ロールセンタを配備します。 NXJ コン ト ロー
ルセンタを個別に配備、 更新または単に削除しなければならない場合があるかもしれま

せん。 これらのタスクを実行するために、 Control Center Management （ccmanage）
ユーテ ィ リテ ィ を使用します。

2.6.1 ccmanageの開始
ccmanage を開始する 3 つの方法があります。

• Windows ： スタート  > すべてのプログラム > Unify NXJ > 管理ツール > コン ト
ロールセンタ管理ツール を選択します。

• UNIX ： UNIFY_HOME/bin を PATH に設定して、 ccmanage ユーテ ィ リテ ィ を  
実行します。

• UNIX ： テキス トモードでコマンド ラインからユーテ ィ リテ ィ を実行します。
ユーテ ィ リテ ィは、 <UNIFY_HOME>/bin ディ レク ト リにあり、 -text オプシ ョ
ンが必要です。

以下のセクシ ョ ンの説明は、 GUI モードで ccmanage を実行していると仮定している点
に注意して く ださい。

2.6.2 NXJ コン ト ロールセンタとサーバ
NXJ コン ト ロールセンタの配備は、 アプリケーシ ョ ンサーバのド メ インに関連してい
て、 ベンダー特有です。 サーバは、 1 つの NXJ コン ト ロールセンタを含むことができ
るだけです。 各管理上のド メ インは、 各サーバに配備された利用可能なサーバと、 NXJ
コン ト ロールセンタを一覧します。

注 : Oracle AS Java、 Standard と Enterprise アプリケーシ ョ ンサーバ
は、 インス トールされた Oracle AS ファイルのオーナであるユーザ
だけが管理することができます。 従って、 これらの Oracle アプリ
ケーシ ョ ンサーバの 1 つで実行する NXJ コン ト ロールセンタを管
理するために ccmanage ユーテ ィ リテ ィ を使用するには、 インス
トールのオーナと して、 オペレーテ ィ ングシステムにログインする
必要があります。 Oracle AS Containers for J2EE Standalone 
（OC4J） アプリケーシ ョ ンサーバの場合は、 この必要条件がありま
せん。 
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2.6.3 NXJ コン ト ロールセンタの配備
1. ccmanage を開始します。

2. コン ト ロールセンタを配備 を選択して、 次へ をク リ ッ クします。

3. 配備したいアプリケーシ ョ ンサーバのベンダーを選択して、 次へ をク リ ッ クしま
す。

4. アプリケーシ ョ ンサーバに必要な情報を入力します。

必要に応じて、 ユーザ名とパスワードを入力します。

5. （オプシ ョ ン） デフォルト名とサーバインスタンスを変更します。

6. 次へ をク リ ッ クします。

7. （オプシ ョ ン） インス トールする NXJ コンポーネン ト を変更します。

8. 次へ をク リ ッ クします。

9. 配備 をク リ ッ クします。

ccmanage ユーテ ィ リテ ィは、 NXJ コン ト ロールセンタを配備して、 完了ダイアロ
グを表示します。 ダイアログのリンクをク リ ッ クして、 配備された NXJ コン ト ロー
ルセンタにアクセスすることができます。 アプリケーシ ョ ンサーバにアクセスする
ためにユーザ名とパスワードが必要と される場合、 プロンプ トが表示されます。

10. 閉じる  をク リ ッ クします。 

2.6.4 NXJ コン ト ロールセンタの更新
新しいリ リースの Unify NXJ をインス トールする場合、 NXJ コン ト ロールセンタも更新
する必要があります。 何らかの理由で NXJ コン ト ロールセンタが更新されなかった場
合、 更新するために ccmanage を使用することができます。

1. ccmanage を開始します。

2. コン ト ロールセンタを更新 を選択して、 次へ をク リ ッ クします。 

3. ドロップダウンリス トから必要な NXJ コン ト ロールセンタを選択して、 次へ をク
リ ッ クします。

4. （オプシ ョ ン） インス トールする NXJ コンポーネン ト を変更します。

5. 次へ をク リ ッ クします。

6. 更新 をク リ ッ クします。

ccmanage ユーテ ィ リテ ィは、 NXJ コン ト ロールセンタを更新して、 完了ダイアロ
グを表示します。

7. 閉じる  をク リ ッ クします。 
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2.6.5 NXJ コン ト ロールセンタの削除 
NXJ コン ト ロールセンタの削除は、 配備されたアプリケーシ ョ ンパッケージを削除しま
せん。 配備されたアプリケーシ ョ ンパッケージも削除したい場合は、 最初に、 削除する

必要があります。 NXJ アプリケーシ ョ ンの削除についての詳細は、 21 ページの 「アプ

リケーシ ョ ンパッケージの削除」 を参照して く ださい。 

注 : NXJ コン ト ロールセンタを削除した後に、 アプリケーシ ョ ンパッ
ケージを削除すると決めた場合、 アプリケーシ ョ ンサーバのベン
ダーによって提供されるツールを使用して く ださい。

1. ccmanage を開始します。

2. コン ト ロールセンタを削除 を選択して、 次へ をク リ ッ クします

3. ドロップダウンリス トから削除するコン ト ロールセンタを選択します。

4. （オプシ ョ ン） すべての NXJ コン ト ロールセンタのデータを削除したい場合は、
データディ レク ト リの削除チェ ッ クボッ クスをセッ ト します。

これは、 メニューエン ト リ、 ラベル、 セキュリテ ィのような、 コン ト ロールセンタ
に追加されたデータを削除します。 データディ レク ト リの削除は、 配備したアプリ
ケーシ ョ ンを削除しないので URL によってまだアクセス可能です。

5. 次へ をク リ ッ クします。

6. 削除 をク リ ッ クします。

ccmanage ユーテ ィ リテ ィは、 NXJ コン ト ロールセンタを削除します。

7. 閉じる  をク リ ッ クします。 

2.7 JBoss アプリケーシ ョ ンサーバの使い方
JBoss アプリケーシ ョ ンサーバは、 Unify NXJ にバンドルされており、 インス トールさ
れます。 Unify NXJ インス トールプログラムは、 デフォルトで JBoss アプリケーシ ョ ン
サーバインスタンスを開始します。 場合によっては、 JBoss アプリケーシ ョ ンサーバイ
ンスタンスを開始、 または終了する必要があるかもしれません。

JBoss アプリケーシ ョ ンサーバ製品の使い方についての詳細は、 以下のサイ ト より ド
キュ メン ト を参照して下さい。

http://www.jboss.org/index.html

2.7.1 JBoss アプリケーシ ョ ンサーバの開始
Windows マシンでデフォルト JBoss アプリケーシ ョ ンサーバインスタンスを開始する
には、 スタート  > すべてのプログラム > Unify NXJ > 管理ツール > JBoss > デフォル
トサーバサービスの開始 を選択します。 あるいは システムサービスではな く プロセス
と して、 JBoss を開始するために デフォルトサーバの開始 を選択することができます。
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デバッグ JBoss アプリケーシ ョ ンサーバインスタンスを開始する方法は、 以下のとお
りです。

• Windows
スタート  > すべてのプログラム > Unify NXJ > 管理ツール > JBoss > デバッグ
サーバサービスの開始 あるいはデバッグサーバの開始

• UNIX
<UNIFY_HOME>/jboss/bin/run.sh スク リプ ト を実行

2.7.2 JBossサーバアプリケーシ ョ ンサーバの終了 
JBossサーバがシステムサービスと して実行している場合、 Windows上の JBossサー
バを終了するステップは以下のとおりです。 

1. スタート  > すべてのプログラム > コン ト ロールパネル > 管理ツール > サービス を
選択します。

サービスダイアログが表示されます。

2. Unify NXJ Development Server上で右クリ ッ クをして、 停止を選択します。

デバッグサーバを終了するには、 Unify NXJ Debug Server を代わりに選択します。 

JBossサーバがプロセスと して実行している場合、 Windows上の JBossサーバを停止
するには、 デフォルトサーバの開始コマンドウィ ンドウの場所を確認します。

デバッグサーバを終了するには、 “ デバッグサーバの開始 ” ウィ ンドウの場所を確認する
代わりに、 X ボタンをク リ ッ クします。 

シャ ッ トダウン処理は数分かかります。 メ ッセージ “ シャ ッ トダウンの終了 ”は、プロセ
スの最後のメ ッセージとなります。 

JBossサーバがプロセスと して実行している場合、 UNIX上の JBossサーバを終了する
には、 <UNIFY_HOME>/jboss/bin にディ レク ト リを変更して shutdown.sh -S を実行し
ます。
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アプリケーシ ョ ンサーバに配備されたアプリケーシ ョ ンパッケージを配備、 再配備、 削

除するには、 Application Package Administration を使用します。 NXJ コン ト ロールセン
タから NXJ Administration > Application Packages を選択して、 Application 
Package Administration にアクセスします。 アプリケーシ ョ ンサーバに配備された各ア
プリケーシ ョ ンの一覧が Application Package Administration に表示されます。 （下図）

3.1 アプリケーシ ョ ンパッケージの配備

アプリケーシ ョ ンパッケージが配備されるとき、 NXJ アプリケーシ ョ ンのメニューとセ
キュリテ ィ情報は NXJ コン ト ロールセンタにインス トールされます。 NXJ コン ト ロー
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ルセンタは、 ActiveForms デザイナで作成されたアプリケーシ ョ ンパッケージだけを配
備することができます。 アプリケーシ ョ ンパッケージが異なる環境で作成された場合、

その環境によって提供される配備の指示に従って く ださい。

アプリケーシ ョ ンパッケージを配備するために、 以下の作業を完了します。

• アプリケーシ ョ ンパッケージのディ レク ト リ位置

• アプリケーシ ョ ンパッケージの配備

• アプリケーシ ョ ンのテス ト

注 : 新規に追加したメニュー項目のメニューを調べたとき、 アプリケー
シ ョ ンパッケージの配備が失敗したように見えることがあります。
アクセスコン ト ロールの条件に適合しない場合は、 項目は表示され
ません。 代わりに、 配備状況を表示するために、 NXJ Control 
Center Administration ページを表示します。

3.1.1 アプリケーシ ョ ンパッケージの位置

アプリケーシ ョ ンパッケージを配備するには、 それが存在するパッケージとディ レク ト

リへのリードパーミ ッシ ョ ンが必要です。 アプリケーシ ョ ンパッケージは、

ActiveForms デザイナで使用されるプロジェク ト名と同じ名前を持つ ZIP ファイルで
す。 ZIP ファイルは、 プロジェク トの output ディ レク ト リに作成されます。

デフォルトで、 ActiveForms デザイナは すべてのプロジェク ト を <UNIFY_WORK>/
projects フォルダに作成します。

3.1.2 アプリケーシ ョ ンパッケージの配備

Deploy Application Package ウィザードを使用して、 アプリケーシ ョ ンパッケージを配
備します。 配備中に更なる設定が必要でなければ、 ウィザードのどのページでも

Finish ボタンをク リ ッ クすることができます。

1. コン ト ロールセンタで、Control Center Administration > Application Packages 
を選択します。

Application Package Administration ページが表示されます。

2. Deploy new application package をク リ ッ クします。

my_project

Sources Output

WebNXJ my_project.zipweb-app
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Deploy Application Package Wizardが表示されます。

3. Archive フ ィールドで、 配備したいアプリケーシ ョ ンパッケージ名を入力して、
Next をク リ ッ クします。

NXJは自動的にこのアプリケーシ ョ ンの名前を入力します。 名前を変更することは
できますが、 NXJ コン ト ロールセンタシステムがアプリケーシ ョ ンのリソースを識
別するために名前を使用するため、 NXJ コン ト ロールセンタ内でユニークでなけれ
ばなりません。 名前はユーザインタフ ェースでは表示されません。

Connection Mapping ページが表示されます。 このページは、 アプリケーシ ョ ン
パッケージが接続定義を含む場合のみ表示されます。

4. Data Source ドロップダウンリス トボッ クスからデータソースを選択して、 Next 
をク リ ッ クします。

アプリケーシ ョ ンパッケージの各接続定義は、 Connectionの列に表示されます。 対
応しているドロップダウンリス トボッ クスは、 アプリケーシ ョ ンサーバに既存する
データソース定義に基づきます。 アプリケーシ ョ ンが必要とするデータソースがリ
ス トにない場合、 次に進む前に、 アプリケーシ ョ ンサーバインタフ ェースで提供さ
れるツールを使用して、 データソースを定義します。 デフォルトで、 データソース
がある場合、 接続はマップ先の名称と一致するデータソースに割り当てられます。

Environment Variables ページが表示されます。

5. （オプシ ョ ン） 各環境変数のデフォルト値を設定します。

6. Next をク リ ッ クします。

Organizations ページが表示されます。

7. アプリケーシ ョ ンに合う組織を選択して、 Next をク リ ッ クします。

組織は、 アプリケーシ ョ ンにアクセスするユーザを決定します。

Environment Variables Rules ページが表示されます。 このページを使用して、 環境
変数の値を決定するルールを追加します。

8. （オプシ ョ ン） Add Rule リンクをク リ ッ クして、 ユーザフ ィールド、 対応する値、
変数値を選択して、 ルールを追加します。 各環境変数に複数のルールを入力するこ
とができます。

9. Next をク リ ッ クします。

注 : ウィザードは、 アプリケーシ ョ ンパッケージの各環境変数に対
する Environment Variables Rules ページを表示します。 必要に
応じてそれぞれの変数を設定します。 すべての環境変数を設定
した後、 Role Rules ページが表示されます。 Role Rules を使用
してユーザにロールをマップします。 ロールとユーザフ ィール
ドについての詳細は、 『Securing an NXJ Application』 を参照し
て ください。 

10. ユーザがどのようにロールにマップされるべきかを指定して、 Next をク リ ッ クし
ます。

All Users、 No Users、 Use Rules を選択します。 Use Rules を選択する場合、 必要
とする各ユーザフ ィールドに対応する値を入力します。 例えば、 Building F （デ ィ
レク ト リ） のすべてのユーザをカレン ト ロールにマップしたい場合、 Use Rules を
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選択して、 ディ レク ト リに対応する Match Value フ ィールドで Building F を入力し
ます。 1 つのロールに対して複数のルールを使用する場合、 NXJはルールのあらゆ
る条件を満たすユーザにアクセスを許可します。

注 : ウィザードは、 アプリケーシ ョ ンパッケージのすべてのロール
の Role Rulesページを表示します。 必要に応じて、 各ロールを
設定します。 すべてのロールを設定した後、 Finishページが表
示されます。

11. 設定を確認して、 Finish をクリ ックして配備を終了します。

コン ト ロールセンタは、 アプリケーシ ョ ンサーバにアプリケーシ ョ ンパッケージを
配備します。

3.1.3 アプリケーシ ョ ンのテスト  
アプリケーシ ョ ンパッケージが配備されると、 アプリケーシ ョ ン用にセキュリテ ィが作

成され、 テス ト を実施する人が認証されたユーザである場合、 アプリケーシ ョ ンのセ

キュリテ ィ をテス トすることができます。

アプリケーシ ョ ンで追加された新規メニュー項目を指定し、 正しいエン ト リポイン ト

フォームが表示されていることを確認します。

デフォルトにより、 アプリケーシ ョ ンエン ト リポイン トはアプリケーシ ョ ンメニューに

追加されます。 アプリケーシ ョ ンパッケージのメニュー定義について更に詳しい情報が

必要な場合は、 アプリケーシ ョ ン開発者に確認して く ださい。

3.1.4 複数のアプリケーシ ョ ンを実行

ユーザが同時に、 複数の NXJ アプリケーシ ョ ンを実行している場合、 各アプリケー
シ ョ ンの Internet Explorerの新しい実行可能なインスタンスを作成することを推奨しま
す。 別に実行可能なインスタンスを持つという ことは、 各アプリケーシ ョ ンがサーバへ

の許可された最大数の接続を使用することを可能にします。 ファイル > 新規作成 > ウィ
ンドウ は、 新しい実行可能なインスタンスを作成しない点に注意して く ださい。 代わ
りに、 ユーザは、 スタート メニューまたはデスク ト ップから Internet Explorer を開始す
る必要があります。

Mozilla/Firefox Web ブラウザの場合、 最大接続数はアドレスバーで "about:config" と入
力することで設定することができ、 次に優先で名付けられた "network.http.max-
persistent-connections-per-server"上でダブルクリ ッ クして値を変更します。

3.2 アプリケーシ ョ ンパッケージの再配備

Redeploy Application Package Wizard を使用して、 アプリケーシ ョ ンを再配備します。
Redeploy Application Package Wizardは、 Deploy Application Package Wizard と同じ
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パネルを使用しますが、 デフォルト値と して前にアプリケーシ ョ ンを配備した際に指定

した情報が表示されます。 これらのデフォルト値を変更する必要がないことが確定して

いるならば、 単に再配備する最初のページで Finish をク リ ッ クします。

3.3 アプリケーシ ョ ンパッケージの削除

アプリケーシ ョ ンサーバからアプリケーシ ョ ンパッケージと関連リソースのすべてを完

全に削除するには、 Application Package Administration を使用します。 使用していない
アプリケーシ ョ ンを削除することは、 ディスク領域を最大に使用でき、 パフォーマンス

を向上させることができます。

1. コン ト ロールセンタで、Control Center Administration > Application Packages 
を選択します。

2. 削除するアプリケーシ ョ ンの Remove チェ ッ クボッ クスをチェ ッ クします。

3. Remove をク リ ッ クします。
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4 メニュー

メニューは、 Control Center Administration menu等、 NXJ コン ト ロールセンタにおけ
る関連したリソースと機能へのアクセスを提供します。 メニュー項目は、 Application 
Packages、 ActiveWorkflow Administrator、 ActiveReports Administrator等のメニュー
内でのリンクです。 一部のメニューは、 Control Center Properties メニュー領域のよう
な追加リソースへのアクセスを提供するメニュー領域も用意されています （下図）。 　
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4.1 デフォルト メニュー

NXJ コン ト ロールセンタは、 様々な定義済みメニューを含んでいます。

• Applications
NXJ アプリケーシ ョ ンへのリンク。

• Control Center
NXJ コン ト ロールセンタが最初に開かれた時に表示。 これは、 メ インメニュー
です。

• Control Center Administration
アプリケーシ ョ ンパッケージ、 メニュー、 NXJ コン ト ロールセンタプロパテ ィ
の管理。

• Control Center Properties
ライセンスキーやロケール等、 NXJ コン ト ロールセンタ機能を管理。

• Edit Menu
メニュー機能を定義。

メニュー項目が追加されたり、 これらのメニューから削除されている間、 メニューは

NXJ コン ト ロールセンタから削除されることはありません。 配備担当者が Control 
Center Properties以外にアクセスしている間、 管理者は、 これらのメニューのすべてに
アクセスできます。

4.2 Menu Administration
Menu Administration を使用して、 新し く メニューを作成したり、 既存のメニューを編
集します。 Control Center Administration > Menus を選択して Menu Administration
にアクセスします。 このページにアクセスするには管理者でなければなりません。

Menu Administration （下図） は、 各メニューのリソースパスとラベルを一覧します。 リ
ソースパスは、 NXJ コン ト ロールセンタのネームスペースのメニューデータを示しま
す。 メニュー名は、 パスで最後のスラ ッシュ （/） の後に表示されます。 ラベルは、
ユーザインタフ ェースで表示するロケールに対応する名前です。

メニューと メニュー項目は、 ローカライズすることもできます。 ローカライズについて

の詳細は、 『アプリケーシ ョ ンのローカライズ』 を参照して く ださい。
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4.2.1 メニューの編集

Menu Administration を使用して、 新規メニューの作成、 メニューの削除、 NXJ コン ト
ロールセンタのロケールに基づ く ローカライズをすることができます。 以下の表は、 メ

ニューを編集するために使用するメニュープロパテ ィの説明です。

エレメン ト 説明

name NXJ コン ト ロールセンタ内のメニューのユニークで大文字小文字の区別の
ある識別子。 名前は、 プログラム目的で使用され、 ユーザインタフ ェース

で表示されません。

default label “Application” または “Control Center” のよ うな、 ユーザインタフ ェース
に表示される名前。 デフォルト ラベルは変更することができ、 またラベル

がロケール対応版である場合、 名前をオーバーライ ド します。

default short label Quick Menuパネルと メニュー領域で使用されるラベルの短い名前。 デ
フォルトシ ョート ラベルは、 オプシ ョ ンです。
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4.2.1.1 メニューの作成

1. Menu Administration で、 Create New Menu をク リ ッ クします。

Create Menu ページが表示されます。

2. 以下の必要な情報を入力します。
Name
Default Label

3. （オプシ ョ ン） その他のプロパテ ィ を設定します。

これらのプロパテ ィについての詳細は、 25 ページの 「メニューの編集」 を参照して
く ださい。 

menu item 
columns

メニュー項目を構成するために使用する列数。

Unify NXJは、 列の中で均一にメニュー項目を配置します。 デフォルトは
3 です。

menu region 
columns

メニューのメニュー領域を構成するために使用する列数。

Unify NXJは、 列の中で均一にメニュー領域を配置します。 デフォルトは
2列です。

menu item max 
display

メニューが、 Quick Menuパネルまたはメニュー領域のどちらかにある場
合に、 表示されるメニュー項目数。 メニュー項目数がこの値よりも多い場

合、 NXJ コン ト ロールセンタは more リンクを表示します。 デフォルト値
は 5 です。 値がゼロ （0） の場合は、 メニューには一切の項目が表
示されません。 この場合、 メニューのヘッダだけが表示されます。

description メニューの簡単な説明。 説明は、 ユーザインタフ ェースに表示されないオ

プシ ョ ン情報です。

エレメン ト 説明
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4. Submit をク リ ッ クします。

Unify NXJは、 メニューを作成して Edit Menu - Menu Items ページを開きます。

5. メニュー項目を追加します。

メニュー項目を追加する詳細については、 28 ページの 「メニュー項目の追加と削
除」 を参照して く ださい。 現在、 メニュー項目を追加できるか、 または Menu 
Administration で Edit をク リ ッ クして最新のメニューに更新できます。

6. 既存のメニューに新しいメニューのメニュー項目を追加します。

ユーザインタフ ェースに表示されるメニューの場合、 別のメニューで新しいメ
ニューのメニュー項目を作成しなければなりません。 例えば、 コン ト ロールセンタ
メニューで表示する Records メニューが必要な場合、 コン ト ロールセンタに
Records のメニュー項目を追加しなければなりません。

4.2.1.2 メニューの削除

Menu Administration でチェ ッ クボッ クスをチェ ッ クして、 Remove をク リ ッ クしてメ
ニューを削除します。 デフォルト メニューとエン ト リポイン ト メニュー項目を持つメ

ニューは削除できません。

4.2.2 メニュー項目の編集

Edit Menu - Menu Items ページ （下図） を使用して、 メニューのメニュー項目を追加、
削除、 確認を行います。 Menu Administration でメニューの Edit をク リ ッ クして、 次
に、 Edit Menu > Menu Items を選択して Edit Menu - Menu Items にアクセスします。

4.2.2.1 Resource Paths

リ ソースパスは、 フォームのエン ト リポイン ト を通して別のメニューまたはエン ト リポ

イン ト フォームのどちらかを示します。 パスは、 NXJ コン ト ロールセンタのコンテキス
トパスと関連していて、 ピリオドやプロ ト コルで始まることはありません。 以下は、 メ

ニューとエン ト リポイン トのリソースパスを説明しています。

メニューを示すリソースパスは以下のとおりです。

/menu/<menuName>
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例えば、 “myMenu” という名前のメニューのリソースパスは以下のようになります。

/menu/myMenu

エン ト リポイン ト を示すリソースパスは以下のとおりです。

/entry/<packageName>/<entryPointName>

<packageName>は配備時にパッケージの使用する名前です。
<entryPointName>はエン ト リポイン ト フォームのエン ト リポイン ト名です。 これ
は、 アプリケーシ ョ ンデザイナでの開発者によって定義され、 エン ト リポイン ト
フォームと関連して、 アプリケーシ ョ ンパッケージに含まれます。

例えば、 パッケージが “myPackage” と配備されて、 エン ト リポイン ト名が
“myEntryForm”の場合、 次に、 リ ソースパスは /entry/myPackage/myEntryForm に
あります。

4.2.2.2 メニュー項目の追加と削除

メニューにメニュー項目を追加するには、 必要なメニューの Edit Menu - Menu Items を
開いて、 空のフ ィールドで項目へのリソースパスを入力して、 Submit をク リ ッ クしま
す。

メニュー項目を削除するには、 必要なメニューの Edit Menu - Menu Items を開いて、 メ
ニュー項目の Remove チェ ッ クボッ クスをチェ ッ クして、 Submit をク リ ッ クします。
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5 コン ト ロールセンタ
データ リポジト リの構成

NXJ コン ト ロールセンタは、 現在のビジネスプロセス、 完了プロセスの履歴等の情報を
保存するために、 データ リポジ ト リを使用しています。 デフォルトでは、 NXJ コン ト
ロールセンタは Unify NXJ にバンドルされている組み込みデータベース Cloudscape に
データ リポジ ト リを作成するように構成されています。

NXJ アプリケーシ ョ ンをテス トする際には、 実行環境をエミ ュレートできるよう、 開発
環境にデータ リポジ ト リを構成して く ださい。 つまり、 実行環境でデータ リポジ ト リを

Oracle上に構成するのであれば、 開発環境でも Oracle データベースを使用して下さい。

注 : 各 NXJ コン ト ロールセンタは、 独自のリポジト リデータベースを必
要とします。 複数の NXJ コン ト ロールセンタが、 同じ リポジト リ
データベースを示す場合、 NXJ アプリケーシ ョ ンは動作せず、 デー
タも失う可能性があります。

この章の残りのセクシ ョ ンでは、 NXJ コン ト ロールセンタデータ リポジ ト リを他のデー
タベース上に構成する方法について説明します。 以下のアプリケーシ ョ ンサーバ / デー
タベースの組み合わせがサポート されています。

アプリケーシ ョ ン
サーバ データベース 参照

JBoss IBM DB2 30 ページの 「IBM DB2データベース」

Informix 31 ページの 「Informix データベース」

MS SQL Server 32 ページの 「MS SQL Server データ
ベース」

Oracle 34 ページの 「Oracleデータベース」
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5.1 JBoss アプリケーシ ョ ンサーバ
JBoss アプリケーシ ョ ンサーバを使用する場合、 IBM DB2、 Informix、 MS SQL、
Oracle データベースに NXJ コン ト ロールセンタデータ リポジ ト リを構成することがで
きます。 このセクシ ョ ンでは各データベース毎に構成手順を説明します。 使用する

DBMS のバージ ョ ンは、 本バージ ョ ンの Unify NXJがサポートするバージ ョ ンでなけれ
ばなりません。 『Unify NXJがサポートする構成』 を参照して く ださい。

5.1.1 IBM DB2データベース
DB2 データベースをリポジ ト リ と して使用するには、 以下の手順で NXJ コン ト ロール
センタを構成する必要があります。

注 : DB2データベースを作成する手順は、 “Type-2” CLI-based driver を
使用することを前提としています。 これには DB2 クライアン ト製品
をインス トールし、 実際のデータベースへの “alias” を作成する必要
があります。 この aliasはローカルアクセスする際のデータベース名
として使用されます。 NXJからデータベースにアクセスするには、
“Type-4” ド ライバを使用します （データベース aliasは使用しませ
ん）。

また、 32KB ページサイズのテーブル領域が利用可能でなければな
りません。 これは、 リポジト リデータベース中のあるテーブルの行
サイズで非常に大きいものがあり、 その行がデータベースページに
収まる必要があるからです。 User領域および System一時領域を作
成して下さい。

1. DB2 “db2sql92” ユーテ ィ リテ ィ と repository-db2.sql スクリプ ト  
(<UNIFY_HOME>/lib/repository) を実行し リポジ ト リテーブルを作成します。

db2sql92 -d ALIAS -a user/password < repository-db2.sql

ALIAS はデータベース alias名、 user/password はテーブル作成のために必要な
ユーザ認証です。

WebSphere IBM DB2
Informix
Oracle

35 ページの 「WebSphere アプリケー
シ ョ ンサーバ」

WebLogic Oracle
MS SQL Server

36 ページの 「WebLogic アプリケー
シ ョ ンサーバ」

Oracle 10g & OC4J Oracle 41 ページの 「Oracle アプリケーシ ョ ン
サーバ （OC4J or 10g）」

アプリケーシ ョ ン
サーバ データベース 参照
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さらに、 CLI-based ド ライバを使用するには、 ド ライバの Jar ファイルをアプリ
ケーシ ョ ンサーバのクラスパスに追加し、 DB2 “bin” ディ レク ト リをアプリケー
シ ョ ンサーバの PATH に追加する必要があります。

2. NXJ コン ト ロールセンタを配備するアプリケーシ ョ ンサーバを停止します。

JBoss デフォルトサーバの停止方法については、 15 ページの 「JBoss アプリケー
シ ョ ンサーバの使い方」 を参照して下さい。 

3. 以下の手順で DB2 データソースを JBoss アプリケーシ ョ ンサーバに作成します。
a. DB2 データソースファイル <UNIFY_HOME>/lib/repository/db2-NXJCCDS-

ds.xml を <UNIFY_WORK>/jboss/server/default/deploy ディ レク ト リにコ
ピーします。

b. コピーしたファイルを編集し、 以下の値を正しい値に置き換えます。

YOUR_HOST
YOUR_PORT
YOUR_DBNAME
YOUR_SERVER
YOUR_USER_NAME
YOUR_PASSWORD

4. NXJ コン ト ロールセンタを配備 /更新します。

NXJ コン ト ロールセンタを配備、 更新するには、 ccmanage ユーテ ィ リテ ィ を使用
して下さい。 詳細については、 13 ページの 「ccmanage ユーテ ィ リテ ィ」 を参照し
て下さい。 

5. ccmanage で <UNIFY_HOME>/jboss/server/default/deployの cloudscape-NXJCC-
ds.xml フ ァイルを削除します。

6. デフォルトアプリケーシ ョ ンサーバを再起動します。

JBoss デフォルトサーバの開始、 停止方法については 15 ページの 「JBoss アプリ
ケーシ ョ ンサーバの使い方」 を参照して下さい。 

5.1.2 Informixデータベース
Informixデータベースをリポジ ト リ と して使用するには、 以下の手順で NXJ コン ト
ロールセンタを構成する必要があります。

1. NXJ コン ト ロールセンタ リポジ ト リデータを保持するテーブルをデータベースに作
成します。

dbaccess または同様のツールを用い、 <UNIFY_HOME>/lib/repository ディ レク ト
リにある “repository-informix.sql” スク リプ ト を実行します。 このスクリプ トは、同じ
ディ レク ト リにある turbineUser-ifx.dat も使用しますので注意して下さい。

dbaccess を実行するために必要な環境変数は以下のとおりです。

- INFORMIXDIR Informix インス トールディ レク ト リ ;
- INFORMIXSERVER Informix サーバインスタンス名 ;
- PATH Informix “bin”ディ レク ト リをパスに含めます
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Informix 環境変数を設定後、 dbaccess を実行します。

dbaccess <repository> repository-informix.sql

<repository> はデータベース名です。 また “repository-informix.sql” および
“turbineUser-ifx.dat” は現在のディ レク ト リに存在するものと します。

2. NXJ コン ト ロールセンタを配備するアプリケーシ ョ ンサーバを停止します。

JBoss default サーバの停止方法については、 15 ページの 「JBoss アプリケーシ ョ
ンサーバの使い方」 を参照して下さい。 

3. 以下の手順で Informix データソースを JBoss アプリケーシ ョ ンサーバに作成しま
す。

a. サンプルの Informix データソースファイル <UNIFY_HOME>/lib/repository/
informix-NXJCCDS-ds.xml を <UNIFY_WORK>/jboss/server/default/deploy
ディ レク ト リにコピーします。

b. コピーしたファイルを編集し、 以下の値を正しい値に置き換えます。

YOUR_HOST
YOUR_PORT
YOUR_DBNAME
YOUR_SERVER
YOUR_USER_NAME
YOUR_PASSWORD

4. NXJ コン ト ロールセンタを配備 /更新します。

NXJ コン ト ロールセンタを配備、 更新するには、 ccmanage ユーテ ィ リテ ィ を使用
して下さい。 詳細については、 13 ページの 「ccmanage ユーテ ィ リテ ィ」 を参照し
て下さい。 

5. <UNIFY_HOME>/jboss/server/default/deployの cloudscape-NXJCC-ds.xml ファイ
ルを削除します。

6. デフォルトアプリケーシ ョ ンサーバを再起動します。

JBoss デフォルトサーバの開始、 停止方法については 15 ページの 「JBoss アプリ
ケーシ ョ ンサーバの使い方」 を参照して下さい。

5.1.3 MS SQL Serverデータベース
MS SQL Server データベースをリポジ ト リ と して使用するには、 以下の手順で NXJ コ
ン ト ロールセンタを構成する必要があります。

1. NXJ コン ト ロールセンタ リポジ ト リデータを保持するテーブルをデータベースに作
成します。

osql または同様のツールを使用し、 <UNIFY_HOME>/lib/repository にある
"repository-mssql.sql" スクリプ ト を実行します。

注 : Microsoft SQL Server クライアン ト ツールに含まれる "isql"ユー
テ ィ リテ ィはスクリプ ト を実行できません。 CT-Libraryベース
の osqlユーティ リテ ィが代わりに使用できます。
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2. NXJ コン ト ロールセンタを配備するアプリケーシ ョ ンサーバを停止します。

JBoss デフォルトサーバの停止方法については、 15 ページの 「JBoss アプリケー
シ ョ ンサーバの使い方」 を参照して く ださい。 

3. MS SQL Server データソースを作成します。

フ リーの jTDS JDBC ド ライバまたは Microsoft純正の JDBC ド ライバのどちらを使
用するかで作成方法は異なります。

フ リーの jTDS JDBC ド ライバの場合、 MS SQL Server データソーステンプレート
ファイル <UNIFY_HOME>/lib/repository/mssql-NXJCCDS-ds.xml をアプリケー
シ ョ ンサーバを配備するディ レク ト リにコピーします。

JBossの場合、 以下のディ レク ト リにコピーします。

<UNIFY_WORK>/jboss/server/default/deploy

4. コピーしたファイルを編集し、 以下の値を正しい値に置き換えます。

YOUR_HOST
YOUR_PORT
YOUR_DBNAME
YOUR_USER_NAME
YOUR_PASSWORD

Microsoft 純正 JDBC ド ライバの場合、 以下の手順で設定できます。

a. Microsoft純正 JDBC ド ライバ Jar ファイルを入手します。

b. 以下の Jar アプリケーシ ョ ンサーバのクラスパスに追加します。

mssqlserver.jar
msbase.jar
msutil.jar

c. MS SQL Server データソーステンプレート フ ァイル <UNIFY_HOME>/lib/
repository/mssql-NXJCCDS-ds.xml をアプリケーシ ョ ンサーバを配備する
ディ レク ト リにコピーします。

JBossの場合、 以下のディ レク ト リにコピーします。

<UNIFY_WORK>/jboss/server/default/deploy

d. 以下のプロパテ ィ を持つデータソースファイル (mssql-NXJCCDS-ds.xml) を更
新します。

YOUR_HOST
YOUR_PORT
YOUR_DBNAME
YOUR_USER_NAME
YOUR_PASSWORD
class name: com.microsoft.jdbc.sqlserver.SQLServerDriver
URL: jdbc:microsoft:sqlserver://your-host:your-port;
SelectMethod=Cursor;DatabaseName=your-db-name

5. NXJ コン ト ロールセンタを配備 /更新します。
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NXJ コン ト ロールセンタを配備、 更新するには、 ccmanage ユーテ ィ リテ ィ を使用
して下さい。 詳細については、 13 ページの 「ccmanage ユーテ ィ リテ ィ 」 を参照し
て下さい。 

6. NXJ コン ト ロールセンタが配備された後、 cloudscape-NXJCC-ds.xml ファイルを
削除します。 

JBossの場合、 このファイルは以下のディ レク ト リにあります。

<UNIFY_HOME>/jboss/server/default/deploy/cloudscape-NXJCC-ds.xml

7. デフォルトアプリケーシ ョ ンサーバを再起動します。

JBoss default サーバの開始、 停止方法については 15 ページの 「JBoss アプリケー
シ ョ ンサーバの使い方」 を参照して下さい。 

5.1.4 Oracleデータベース
Oracle データベースをリポジ ト リ と して使用するには、 以下の手順で NXJ コン ト ロー
ルセンタを構成する必要があります。

1. NXJ コン ト ロールセンタ リポジ ト リデータを保持するテーブルをデータベースに作
成します。

sqlplus または同様のツールを使用し、 <UNIFY_HOME>/lib/repository ディ レク ト
リにある "repository-oracle.sql" スクリプ ト を実行します。 このスクリプ トはリソー
ス権限を持ったユーザで実行する必要があります。 この権限は以下の方法で許可で
きます。

GRANT “RESOURCE” TO “<username>”; 

テーブルスペースは 3MB以上割り当てて下さい。

2. NXJ コン ト ロールセンタを配備するアプリケーシ ョ ンサーバを停止します。

JBoss default サーバの停止方法については、 15 ページの 「JBoss アプリケーシ ョ
ンサーバの使い方」 を参照して下さい。

3. 以下の手順で Oracle データソースを JBoss アプリケーシ ョ ンサーバに作成します。
a. Oracle データベーステンプレート ファイル

<UNIFY_HOME>/lib/repository/oracle-NXJCCDS-ds.xml を
<UNIFY_WORK>/jboss/server/default/deploy/oracle-NXJCCDS-ds.xml
にコピーします。

b. コピーしたファイルを編集し、 以下の値を正しい値に置き換えます。

YOUR_HOST
YOUR_PORT
YOUR_SID
YOUR_USER_NAME
YOUR_PASSWORD

4. jboss-service.xml を編集します。
a. <UNIFY_HOME>/jboss/server/default/conf ディ レク ト リに移動します。
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b. jboss-service.xml を編集し、 以下のように "Pad" 属性のコ メン ト をはずします。

<attribute name="Pad">true</attribute>

5. NXJ コン ト ロールセンタを配備 /更新します。

NXJ コン ト ロールセンタを配備、 更新するには、 ccmanage ユーテ ィ リテ ィ を使用
して下さい。 詳細については、 15 ページの 「JBoss アプリケーシ ョ ンサーバの使い
方」 を参照して下さい。

6. NXJ コン ト ロールセンタが配備された後、 cloudscape-NXJCC-ds.xml ファイルを
削除します。 

JBossの場合、 このファイルは以下のディ レク ト リにあります。

<UNIFY_HOME>/jboss/server/default/deploy/cloudscape-NXJCC-ds.xml

7. デフォルトアプリケーシ ョ ンサーバを再起動します。

JBoss default サーバの開始、 停止方法については 15 ページの 「JBoss アプリケー
シ ョ ンサーバの使い方」 を参照して下さい。

5.2 WebSphere アプリケーシ ョ ンサーバ 
WebSphere アプリケーシ ョ ンサーバを使用する場合、 IBM DB2、 Informix、 MS SQL、
Oracle データベースにコン ト ロールセンタデータ リポジ ト リを構成することができま
す。

使用する DBMS のバージ ョ ンは、 本バージ ョ ンの Unify NXJがサポートするバージ ョ
ンでなければなりません。 『Unify NXJがサポートする構成』 を参照して下さい。

以下の手順に従って、 リポジ ト リ と して他のデータベースを使用する NXJ コン ト ロー
ルセンタを構成して く ださい。

5.2.1 リポジ ト リテーブルの作成

NXJ コン ト ロールセンタ リポジ ト リデータを保持するリポジ ト リテーブルをデータ
ベースに作成します。

30 ページの 「IBM DB2 データベース」 のステップ 1 を参照して く ださい。

31 ページの 「Informix データベース」 のステップ 1 を参照して く ださい。

34 ページの 「Oracleデータベース」 のステップ 1 を参照して く ださい。

5.2.2 WebSphereの構成を更新
WebSphere 5.X と WebSphere 6.0.2 では、 更新手続きが異なります。
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注 : 現状では、 WebSphere 6.0.2に対してのみ動作確認を行っています。
Websphere 5.Xの構成を確認するには、 NXJ 11.0のドキュ メン ト を
参照して ください。
http://www.unify.com/products/nxj/documentation/nxj11doc

1. nxjWebSphereConfig.properties ファイルを構成します。
a. このファイルは、 $UNIFY_HOME/lib/websphere にあります。＄UNIFY_HOME 
は NXJ をインス トールしたディ レク ト リ表します。

b. どのようにこのファイルを修正するかは、 フ ァイル中にすべて書かれています。

2. wsadmin.sh （UNIX） または wsadmin.bat （Windows） を実行します。
a. このプログラムは $WS_HOME/Appserver/bin にあります。 $WS_HOMEは 

WebSphere をインス トールしたディ レク ト リです。

例 : ./wsadmin.sh -p $UNIFY_HOME/lib/websphere/ 
nxjWebSphereConfig.properties -f $UNIFY_HOME/lib/websphere/ 
nxjWebSphereConfig.jacl

3. ディスプレイもキーボード もないサーバ上のWebSphere で NXJ ActiveReporting 
を実行する場合、 以下の設定が必要になります。

a. Servers > Application Servers を実行します。

b. NXJ コン ト ロールセンタをが動作しているサーバを選択します。

c. Server Infrastructure の Administration > Custom Properties を実行します。

d. 以下のように、 新しいカスタムプロパテ ィ を追加します。

Name: java.awt.headless
Value: true

5.2.3 NXJ コン ト ロールセンタの配備 /更新
NXJ コン ト ロールセンタを配備または更新するには、 ccmanage ユーテ ィ リテ ィ を
使用して下さい。 詳細については、 13 ページの 「ccmanage ユーテ ィ リテ ィ」 を参
照して く ださい。

5.2.4 WebSphere アプリケーシ ョ ンサーバを再起動

5.3 WebLogic アプリケーシ ョ ンサーバ
WebLogic アプリケーシ ョ ンサーバに配備するコン ト ロールセンタを構成するには、 ア
プリケーシ ョ ンサーバおよびコン ト ロールセンタ EARの両方を構成する必要がありま
す。
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5.3.1 リポジ ト リテーブルの作成

NXJ コン ト ロールセンタ リポジ ト リデータを保持するリポジ ト リテーブルをデータベー
スに作成します。

32 ページの 「MS SQL Serverデータベース」 のステップ 1 を参照して く ださい。

34 ページの 「Oracleデータベース」 のステップ 1 を参照して く ださい。

5.3.2 WebLogic開始スクリプ トの更新
テキストエディ タを使用して WebLogicサーバの開始スクリプ ト を編集します。 通常、
このスクリプ トは startWebLogic.cmd （Unix/Linux では startWebLogic.sh） という フ ァ
イルです。

1. java コマンド ラインに以下のシステムプロパテ ィ を追加します。

Windows:
-Djava.security.auth.login.config=%UNIFY_HOME%/lib/weblogic/wasp_jaas.config

%UNIFY_HOME%は NXJのインス トールディ レク ト リです。

Unix/Linux:
-Djava.security.auth.login.config=${UNIFY_HOME}/lib/weblogic/wasp_jaas.config

${UNIFY_HOME} は NXJのインス トールディ レク ト リです。

2. （Oracleの場合） サーバの CLASSPATH に必要な jar ファイルを追加します。

Windows:
%UNIFY_HOME%/lib/jdbcDrivers/JdbcOraWrapper.jar

Unix/Linux:
${UNIFY_HOME}/lib/jdbcDrivers/JdbcOraWrapper.jar

注 : デフォルトのWebLogic開始スクリプ トの CLASSPATH には
Oracleデータベースド ライバが含まれています。 開始スクリプ
ト を変更した場合、 以下の jar を追加するようにして く ださい。
${UNIFY_HOME}/lib/jdbcDrivers/ojdbc14.jar 

3. （MS SQL Serverの場合） サーバの CLASSPATH に必要な jar ファイルを追加しま
す。

Windows
$UNIFY_HOME/lib/jdbcDrivers/jtds-1.1.jar

Unix/Linux
${UNIFY_HOME}/lib/jdbcDrivers/jtds-1.1.jar

4. NXJ ActiveReporting を使用する場合、 以下の jar ファイルをサーバの CLASSPATH
に追加します。
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Windows
%UNIFY_WORK%/controlCenters/<CCName>/app/<CCName>Ear.ear/reportlib/
hsqldb.jar
%UNIFY_WORK%/controlCenters/<CCName>/app/<CCName>Ear.ear/reportlib/
commons-codec-1.2.jar

Unix
${UNIFY_WORK}/controlCenters/<CCName>/app/<CCName>Ear.ear/reportlib/
hsqldb.jar
${UNIFY_WORK}/controlCenters/<CCName>/app/<CCName>Ear.ear/reportlib/
commons-codec-1.2.jar

${UNIFY_WORK} は NXJWork ディ レク ト リを表します。 <CCName> はコン ト
ロールセンタ名を表します。

5. NXJ ActiveSOA を使用する場合、 以下の jar ファイルをサーバの CLASSPATH に追
加します。

Windows
%UNIFY_HOME%/wasp/lib/security-ng.jar
%UNIFY_HOME%/lib/nxjwaspjaas.jar

Unix/Linux
${UNIFY_HOME}/wasp/lib/security-ng.jar
${UNIFY_HOME}/lib/nxjwaspjaas.jar

6. WebLogicサーバを再起動します。

5.3.3 WebLogicの構成を更新
WebLogic Server Console を使用して、 以下の変更を正しいド メ インに対して行って下
さい。

1. コン ト ロールセンタデータ リポジ ト リテーブルを含むデータベースを使用するコネ
クシ ョ ンプールを作成します。

< Oracleデータベースでは以下を実行します。 >

a. ナビゲーシ ョ ンツリーで、 Services > JDBC を選択し、 Connection Pools リ
ンクをク リ ッ クします。

b. Configure a new JDBC Connection Pool リンクをク リ ッ クします。
c. Choose Database フォームに以下を入力し Continue をク リ ッ クします。

Database Type:      Oracle
Database Driver:    Other

d. “Define and test connection” フォームに以下を入力し、 Test Driver 
Configuration をク リ ッ クします。

Name: NXJCCDSPool
Driver Classname: JdbcOraWrapperDriver
URL: jdbc:oracle_clob:thin:@<host>:<port>:<sid>
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Database User Name: <username>
Password: <password>
Confirm Password: <password>

<host> はデータベースサーバ名です。
<port> はデータベースに接続用ポート番号です。
<sid> はデータベース sid です。
<username> はデータベースのユーザ名です。
<password> はそのユーザのパスワードです。

Test Driver Configuration をク リ ッ クすると、 “Connection successful” という
メ ッセージが表示されます。 表示されない場合は、 上記設定を確認して下さい。

注 : データベースド ライバがサーバの CLASSPATH に含まれていな
い場合、WebLogic Server Consoleは “JDBC driver is not on the 
CLASSPATH” という メ ッセージを表示します。
JdbcOraWrapperDriverが正し く Driver Classname に設定され
ている場合、 JdbcOraWrapper.jarがサーバの CLASSPATH に
設定されているか確認して下さい。 (上記ステップ 2 を参照のこ
と )

e. Create and Deploy をク リ ッ クします。

< Microsoft SQL Server データベースでは以下を実行します。 >

a. ナビゲーシ ョ ンツリーで、 Services > JDBC を選択し、 Connection Pools リ
ンクをク リ ッ クします。

b. “Configure a new JDBC Connection Pool...” リンクをク リ ッ クします。

c. Choose Database フォームに以下を入力し Continue をク リ ッ クします。 
Database Type:      Other
Database Driver:    Other

d. Define Connection プロパテ ィに以下を入力し Continue をク リ ッ クします。
Name: NXJCCDSPool
Driver Classname: net.sourceforge.jtds.jdbc.Driver
URL: jdbc:jtds:sqlserver://<database host>:<database port>/<database name>
Database User Name: <username>
Password: <password>
Confirm Password: <password>

<database host> は、 データベースサーバのホス ト名です。
<database port> は、 データベース接続用ポート番号です。
<database name> は、 データベース名です。
<username> は、 データベースのユーザ名です。
<password> は、 そのユーザのパスワードです。

e. Test data connection フォームにおいて、 Test Driver Configuration ボタンを
ク リ ッ クすると、 “Connection successful” という メ ッセージが表示されます。
表示されない場合は、 上記設定を確認して下さい。

f. Create and Deploy をク リ ッ クします。
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注 : WebLogic ド メ インに複数のサーバが存在する場合、 コネク
シ ョ ンプール NXJCCDSPoolがコン ト ロールセンタを配備
するサーバに配備されていることを確認して下さい。

2. コン ト ロールセンタデータ リポジ ト リテーブルを含むデータベースに対するデータ
ソースを作成します。

a. ナビゲーシ ョ ンツリーで、 Services > JDBC を開き、 Data Sources をク リ ッ
クします。

b. “Configure a new JDBC Data Source” リンクをク リ ッ クします。

c. “Configure the data source” フォームに以下の値を入力し、 Continue をク リ ッ
クします。

Name: NXJCCDS
JNDI Name:  NXJCCDS
Honor Global Transactions: (check)

d. “Connect to connection pool” フォームに以下の値を入力し Continue をク リ ッ
クします。

Pool Name: NXJCCDSPool

e. “Target the data source” フォームで、 コン ト ロールセンタを配備するサーバを
選択し、 Create をク リ ッ クします。

注 : （WebLogic 8.1の場合） non-XA ド ライバを使用している場
合 :
i. ナビゲーシ ョ ンツリーで、 JDBC > Data Sources > 
Advanced を選択します。
ii. Emulate Two-Phase Commit for non-XA Driver チェ ッ
クボッ クスをチェ ッ クします。

3. ActiveWorkflowが使用する JMS Connection Factory を作成します。
a. ナビゲーシ ョ ンツリーで、 Services > JMS を選択し、 Connection Factories
をク リ ッ クします。

b. Configure a new JMS Connection Factory リンクをク リ ッ クします。
c. General フォームに以下の値を入力し、 Create をク リ ッ クします。

Name:       ConnectionFactory
JNDI Name:  ConnectionFactory

d. （WebLogic 8.1の場合） Transactions フォームで XA Connection Factory 
Enabled チェ ッ クボッ クスをチェ ッ クします。

e. Target and Deploy フォームで、 コン ト ロールセンタを配備するサーバを選択
し、 Apply をク リ ッ クします。

4. ActiveWorkflow を使用する場合、 以下の JMS Destination Queue を作成します。
a. ナビゲーシ ョ ンツリーで、 Services > JMS > Servers > 

WSStoreForwardInternalJMSServermyserver を選択します。
b. Destinations をク リ ッ クします。

c. Configure a new JMS Queue をク リ ッ クします。

d. General フォームに以下の値を入力し、 Create をク リ ッ クします。
Name: BPMQueue
JNDI Name: queue/BPMEvents
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5. ActiveSOA と WebLogic 8.1 を使用する場合、 以下の JMS Destination Queue を作
成します。

a. Navigation ツリーから、 Services > JMS > Servers > 
WSStoreForwardInternalJMSServermyserver を選択します。

b. Destinations をク リ ッ クします。

c. Configure a new JMS Queue をク リ ッ クします。

d. General フォームにおいて、 以下を入力し  Create をク リ ッ クします。

Name: JMSQueue
JNDI Name: queue/nxjWaspQueue

6. ActiveSOA と  WebLogic 8.1 を使用する場合、 以下の JMS Destination Topic を作
成します。

a. Navigation ツリーから、 Services > JMS > Servers > 
WSStoreForwardInternalJMSServermyserver を選択します。

b. Destinations をク リ ッ クします。

c. Configure a new JMS Topic をク リ ッ クします。

d. General フォームにおいて、 以下を入力し Create をク リ ッ クします。

Name: JMSTopic
JNDI Name: queue/nxjWaspTopic

注 : 上記ステップは、 デフォルトで WebLogicの ”mydomain” ド メ イ
ンに存在する WSStoreForwardInternalJMSServermyserver JMS 
server を使用します。 このステップでは、 JMSサーバはコン ト
ロールセンタを配備する WebLogicサーバ上に存在するものと
仮定しています。 もし、 JMSサーバが存在しない場合は、
WebLogic ドキュ メン ト を参照の上、 新し く作成して下さい。

5.3.4 NXJ コン ト ロールセンタの配備 /更新
NXJ コン ト ロールセンタを配備または更新するには、 ccmanage ユーテ ィ リテ ィ を
使用して下さい。 詳細については、 13 ページの 「ccmanage ユーテ ィ リテ ィ 」 を参
照して下さい。

5.3.5 WebLogic アプリケーシ ョ ンサーバの再起動

5.4 Oracle アプリケーシ ョ ンサーバ （OC4J or 10g）
コン ト ロールセンタを Oracle アプリケーシ ョ ンサーバ （OAS） に配備するには、 アプ
リケーシ ョ ンサーバおよびコン ト ロールセンタ EAR を構成する必要があります。

現時点では、 OAS を使用する場合、 Oracle データベースのみがサポート されています。
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注 : 10g を使用し （1） NXJのインストール （2） ccmanageの実行を行
う場合、 実行ユーザは Oracleユーザでなければなりません。

5.4.1 リポジ ト リテーブルの作成

NXJ コン ト ロールセンタ リポジ ト リデータをリポジ ト リテーブルをデータベースに作成
します。

34 ページの 「Oracleデータベース」 のステップ 1 を参照して く ださい。

5.4.2 OAS の構成を更新
1. アプリケーシ ョ ンサーバにデータソース定義を作成します。

Oracle 10g/OC4J version 10.1.3 の場合

a. アプリケーシ ョ ンサーバのホームページを表示します。

b. Application Server Control を開始します。

c. Application Server Control にログインします。

d. Administration リンクをク リ ッ クします。

注 : Oracle 10g では、 Administration リンクよりも前に、 まずアプリ
ケーシ ョ ンサーバリンクをクリ ッ クする必要があります。 アプ
リケーシ ョ ンサーバリンクは、 コン ト ロールセンタを配備する
サーバへのリンクです

e. Services > JDBC Resources を実行し、 右側のアイコンをク リ ッ クします。

f. New Connection Pool を以下のように作成します。

- Name: NXJCC_ConnPool
- Connection Factory Class: 
oracle.jdbc.pool.OracleConnectionPoolDataSource
- JDBC URL: jdbc:oracle:thin:@your-HOST:your-PORT:your-SID
- Username: your-Username
- Password: your-Password

g. コネクシ ョ ンをテス ト し、 成功すれば、 コネクシ ョ ンプールに追加します。

h. このコネクシ ョ ンプールを使用する  New Data Source を以下のように作成しま
す。

- このデータソースを追加するアプリケーシ ョ ンを選択します。
- 'Managed Data Source' を選択し、 Continue をク リ ッ クします。
- Name: NXJCCDS
- JNDI Location: NXJCCDS
- Transaction Level: Global & Local Transaction
- Connection Pool: NXJCC_ConnPool
- Login Timeout (seconds): 1
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2. NXJ ActiveWorkflow JMS Provider を構成します。
a. Application Server Control にログインし、 Administration リンクをク リ ッ クし
ます。

b. Services > JMS Providers を実行します。

c. Destinations リンクをク リ ッ クします。

d. Create New ボタンをク リ ッ クします。

e. 以下を入力します。

Destination Type: Queue
Destination Name: BPM Events Queue
Description: A BPM Events Queue
JNDI Location: queue/BPMEvents
Persistence file:

f. OK をク リ ッ クします。

3. Oracle アプリケーシ ョ ンサーバ を開始する前に、 以下の Java オプシ ョ ンを追加す
ることを推奨します。

-Xms256m -Xmx1024m -XX:PermSize=64m -XX:MaxPermSize=128m

4. Oracle 10g では、 以下のファイルが Oracle によって書き込み可能でなければなり
ません。

- server.xml
- http-Web-site.xml
- global-Web-application.xml
- application.xml

5. ActiveReport を使用する場合、 共有ライブラリを作成する必要があります。
a. Administration リンクをク リ ッ クします。

b. Properties > Shared Libraries を実行します。

c. Create ボタンをク リ ッ クします。
d. Shared Library Name: cc_libraries

Shared Library Version: 1

e. Next をク リ ッ クします。

f. 以下の 3 つの jar フ ァイルを追加します。

- hsqldb.jar （controlcenter ear ディ レク ト リの reportlibディ レク ト リ）
- itext.jar （controlcenter ear ディ レク ト リの reportlibディ レク ト リ）
- tools.jar （jdkの lib ディ レク ト リ）

g. oc4j配備ディ レク ト リにある orion-application.xml ファイルにこれらの行を追
加して、 controlcenter ear に共有ライブラ リをインポート します。

<imported-shared-libraries> 
<import-shared-library name=” cc_libraries” /> 
</imported-shared-libraries>

注 : 共有ライブラ リ名を “cc_libraries” と仮定しています。

6. UNIX上の Oracle 10g で ActiveReports または ActiveWorkflow を使用するには、 ア
プリケーシ ョ ンサーバ用に DISPLAY環境変数を設定する必要があります。
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a. Oracle Enterprise Manager コンソールにログインします。

b. OC4Jサーバへのリンクをク リ ッ クします。 一般的に、 サーバ名は home です。

c. Administration リンクをク リ ッ クします。

d. Server Properties リンクをク リ ッ クします。

e. Command Line Options セクシ ョ ンの Java Options フ ィールドから以下のテキ
ス ト を削除します。

-Djava.awt.headless=true

f. Enviroment Variables セクシ ョ ンで、 DISPLAY という変数を追加し、 有効な X
サーバ名を値と します。

YOUR-X-HOST:0.0

注 ：
NXJは、 このサーバにデータを書き込みませんが、 アクセスできなければなり
ません。 利用可能な Xサーバが存在しない場合、 仮想フレームバッファ Xサー
バ （Xvbf） をインス トールすることもできます。 Xvfbの詳細については、
http://www.xfree86.org/4.0.1/Xvfb.1.html#sect1 を参照して く ださい。

g. Apply をク リ ッ クします。

5.4.3 NXJ コン ト ロールセンタの配備 /更新
NXJ コン ト ロールセンタを配備または更新するには、 ccmanage ユーテ ィ リテ ィ を
使用して下さい。 詳細については、 13 ページの 「ccmanage ユーテ ィ リテ ィ」 を参
照して く ださい。

5.4.4 Oracle アプリケーシ ョ ンサーバを再起動
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データソース定義は、 DataSource オブジェク ト を示し、 それはデータベース等の特定
のデータソースへの物理接続を表しています。 アプリケーシ ョ ンサーバがデータソース

定義を持っていない場合は、 NXJ アプリケーシ ョ ンを配備することはできません。

開発環境のアプリケーシ ョ ンサーバは、 アプリケーシ ョ ンデザイナで自動的に作成され

るデータソース定義を使用します。 実行環境が、 開発環境において使用される同じアプ

リケーシ ョ ンサーバインスタンスを使用する場合は、 新しいデータソース定義を作成す

る必要はありません。 実行環境が異なるアプリケーシ ョ ンサーバを使用する場合は、 そ

のサーバ上に新しいデータソース定義を作成しなければなりません。

このセクシ ョ ンは、 以下のアプリケーシ ョ ンサーバ上でデータソース定義を作成するた

めのガイ ド ラインを提供します。

• BEA WebLogic アプリケーシ ョ ンサーバ

• IBM WebSphere アプリケーシ ョ ンサーバ

• JBoss アプリケーシ ョ ンサーバ

• Oracle 10g アプリケーシ ョ ンサーバ

6.1 BEA WebLogic アプリケーシ ョ ンサーバ
Unify NXJ の使用に対する動作保証された BEA WebLogicのバージ ョ ンについては、
『Unify NXJがサポートする構成』 を参照して く ださい。

1. 該当する JDBC ド ライバファイル （.zip または .jar） を含めるように、 BEA 
WebLogic CLASSPATH を更新します。
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CLASSPATHは、 BEA WebLogic デフォルトサーバを起動するスク リプ トに定義さ
れています。 このスクリプ トは BEA WebLogic で提供されます。 Windows では 
“startWLS.cmd”、 UNIX では “startWLS.sh” がこのスクリプ トに該当し、 BEA 
WebLogic インス トールディ レク ト リに格納されています。 デフォルトでは
“weblogic81” です

注 : Oracle JDBC ド ライバを使用する場合は、 CLASSPATH定義文
の先頭に .jar ファイルを追加して、 WebLogicが提供する
Oracle .jar ファイルを使用しないようにします。 日本語環境を
利用する場合は、 nls_charset12.zip も CLASSPATH に追加する
必要があります。 

2. アプリケーシ ョ ンに必要なデータソースの JDBC Connection Pool を新し く構成し
ます。

a. BEA WebLogic デフォルトサーバを起動します。

これは NXJ コン ト ロールセンタが配備されたサーバです。 通常、 Unify NXJ を
インス トールすると NXJ コン ト ロールセンタが配備されます。

サーバを起動させる方法はい くつかあります。 ”startWebLogic”や
”startManagedWebLogic”のスクリプ ト を実行します。 あるいはWindowsの場
合、 スタート > プログラム > WebLogic > Start Default Server を選択します。

b. BEA WebLogic Server Console にて、Services > JDBC > Connection Pools 
を選択します。

c. Configure a new JDBC Connection Pool をク リ ッ クします。
d. Generalパネルで、 データベースタイプに関するフ ィールドエン ト リの値を入
力します。

データベース
タイプ フ ィールド名 フ ィールドエン ト リ

IBM DB2 Name <pool name>

URL jdbc:db2:<database name>

Driver Classname COM.ibm.db2.jdbc.app.DB2Driver

Properties <user-name>

ACLName ブランクのまま

Password <password> 

Open String 
Password

ブランクのまま

IBM Informix Name <pool name>

URL jdbc:informix-sqli://<host>:<port>/<database 
name>: INFORMIXSERVER=<database server 
name>
説明 : <host>= ホス ト名 ; <port>= データベース
ポート番号 ; <database server name>= データ
ベースサーバ名

Driver Classname com.informix.jdbc.IfxDriver

Properties user=<user>

ACLName ブランクのまま
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Password <password>

Open String 
Password

ブランクのまま

MS SQL 
Server 2000

Name <pool name>

URL jdbc:jtds:sqlserver://<host>:<port>
説明 : <host>= ホス ト名 ; <port>= データベース
ポート番号

Driver Classname net.sourceforge.jtds.jdbc.Driver

Properties user=<user>

ACLName ブランクのまま

Password <password>

Open String 
Password

ブランクのまま

MySQL Name <pool name>

URL jdbc:mysql://<host>:<port>/<dbname>
説明 : <host>= ホス ト名 ; <port>= データベース
ポート番号 ; <dbname>= データベース名

Driver Classname com.mysql.jdbc.Driver

Properties user = <user >

ACL Name ブランクのまま

Password <password>

Oracle Name <pool name>

URL jdbc:oracle:thin:@<host>:<port>:<sid>
説明 : <host>= ホス ト名 ; <port>= データベース
ポート番号 ; <sid> = データベース SID

Driver Classname oracle.jdbc.driver.OracleDriver

Properties user=<user>

ACLName ブランクのまま

Password <password> 

Open String 
Password

ブランクのまま

Sybase Name <pool name>

URL jdbc:sybase:Tds:<host>:<port> 
説明 : <host>= ホス ト名 ; <port>= データベース
ポート番号

Driver Classname com.sybase.jdbc2.jdbc.SybDriver

Properties user=<user>

ACLName ブランクのまま

Password <password>

データベース
タイプ フ ィールド名 フ ィールドエン ト リ
47© Copyright 2005 Unify Corporation



データソース定義
e. 作成 をク リ ッ クします。

接続プールが作成されます。

f. DataServerの場合、 以下の方法でプロパテ ィ を設定します。
i. 接続タブを開きます。

ii. Prepared Statement Cache Size プロパテ ィ を 0 に設定します。
iii. 適用 をク リ ッ クします。

g. ターゲッ ト タブで、 適切なサーバ名を選択された列に移動します。

デフォルトのサーバ名は “default” です。

h. 適用 をク リ ッ クします。

3. 接続プールの JDBCデータソース定義を作成します。
a. Services > JDBC > Tx Data Sources を選択します。

b. “新しい JDBC Tx Data Sourceのコンフ ィグレーシ ョ ン ” をク リ ッ クします。

c. コンフ ィグレーシ ョ ンタブで、 以下のように入力します。

Name: <data source name>
JNDI Name: <data source name>
Pool Name: <pool name>

その他の設定はデフォルトのままにしておきます。

d. 作成 をク リ ッ クします。

e. ターゲッ ト タブで、 適切なサーバを選択フ ィールドに移します

f. 適用 をク リ ッ クします。

以上でデータソース定義が作成されました。 サーバを再起動します。 

Open String 
Password

ブランクのまま

Unify 
DataServer

Name <pool name>

URL jdbc:simba:<host>:<port>/<DSN> 
説明 : <host>= ホス ト名 ; <port>= データベース
ポート番号 ; <DSN>= データソース名

Driver Classname simba.jdbc.SimbaDriver

Properties user=<user>

ACL Name ブランクのまま

Password <password>

Open String 
Password

ブランクのまま

データベース
タイプ フ ィールド名 フ ィールドエン ト リ
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6.2 IBM WebSphere アプリケーシ ョ ンサーバ
この章では、 IBM WebSphere アプリケーシ ョ ンサーバに関しての手順を示します。
Unify NXJの使用に対する動作保証された IBM Websphereのバージ ョ ンについては、
『Unify NXJがサポートする構成』 を参照して く ださい。

1. WebSphere Application Server Administrative Console を開きます。

データソースは NXJ コン ト ロールセンタを配備するホス ト上に作成する必要があり
ます。

また、 データソースにアクセス可能なユーザエイリアスのリス ト を指定する必要が
あります。

2. データベースに J2C認証データエン ト リを作成します。
a. Security > JAAS Configuration > J2C Authentication Data を選択します。

b. New をク リ ッ クします。

c. 新規エン ト リの General プロパテ ィで以下の情報を入力し、 OK をク リ ッ クし
ます。

Alias: NXJCCDS
User ID: <username>
Password: <password>

<username>/<password> には、 コン ト ロールセンタデータ リポジ ト リテーブルを
持つデータベースへログインする際に使用するユーザ名 /パスワードを指定します。

これにより、 <node>/NXJCCDS というエン ト リが作成されます。 <node>は
WebSphereサーバのノードです （通常、 ホス ト名です）。

3. データソースを作成します。

データソース NXJCCDSはコン ト ロールセンタデータ リポジ ト リテーブルにアクセ
スします。

Oracle データベースの設定

a. ナビゲーシ ョ ンツリーで、 Resources > JDBC Providers を選択します。

b. New をク リ ッ クします。

c. JDBC Providers ドロップダウンリス トから User-defined JDBC Driver を選
択し、 OK をク リ ッ クします。

d. 新しい JDBC Providerの General プロパテ ィ  テーブルへ以下の情報を入力し、
OK をク リ ッ クします。
Name: JdbcOraWrapper
Description: JDBC provider for the NXJ Control Center Data Repository 
running on Oracle.
Classpath: ${UNIFY_HOME}/lib/jdbcDrivers/ojdbc14.jar

${UNIFY_HOME}/lib/jdbcDrivers/JdbcOraWrapper.jar 
Implementation Classname: JdbcOraWrapperConnectionPoolDataSource 
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${UNIFY_HOME}は NXJがインス トールされたディ レク ト リを表します。 また
は、 WebSphere変数 （UNIFY_HOME） を NXJのインス トールディ レク ト リ
を指すよう作成すると、 上記のように指定することも可能です。 WebSphere 
Administrative Console では、 クラスパスの各項目は改行によって区切ることが
できます。

e. JdbcOraWrapper をク リ ッ クします。
f. Data Sources をク リ ッ クします。
g. New をク リ ッ クします。

h. データソースの General プロパテ ィテーブルに以下の情報を入力し、 OK をク
リ ッ クします。

Name: NXJCCDS
JNDI Name: NXJCCDS
Database Helper Classname: 
com.ibm.Websphere.rsadapter.OracleDataStoreHelper
Component-managed Authentication Alias: <node>/NXJCCDS
Container-managed Authentication Alias: <node>/NXJCCDS

i. NXJCCDS をク リ ッ クします。

j. Custom Properties をク リ ッ クします。

k. New をク リ ッ クします。

l. General プロパテ ィ  テーブルに以下の情報を入力し、 OK をク リ ッ クします。
Name: URL
Value: jdbc:oracle:thin:@<hostname>:<port>:<sid>
<hostname> はデータベースのホス ト名です。 <port> はデータベースのポート
番号です （Oracle では通常 1521）。 <sid>はデータベースの SID です。

Microsoft SQL Server データベースの設定

a. ナビゲーシ ョ ンツリーで、 Resources > JDBC Providers を選択します。

b. New をク リ ッ クします。

c. JDBC Providers ドロップダウンリス トから Microsoft JDBC driver for 
MSSQLServer 2000 を選択し、 OK をク リ ッ クします。

d. JDBC Providerの General プロパテ ィテーブルへ以下の情報を入力し、 OK を
ク リ ッ クします。

Classpath プロパテ ィは MSSQLSERVER_JDBC_DRIVER_PATH （WebSphere
変数） を参照しています。 このプロバイダでデータソースを使用するには、
Environment -> Manage WebSphere Variables を選択し、 Microsoft ド ライバを
含むディ レク ト リを指定します。 または、 Classpath プロパテ ィに jar ファイル
への絶対パスを用いて指定します。

e. Microsoft JDBC driver for MSSQLServer 2000 をク リ ッ クします。

f. Data Sources をク リ ッ クします。

g. New をク リ ッ クします。

h. データソースの General プロパテ ィテーブルに以下の情報を入力し、 OK をク
リ ッ クします。
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Name: NXJCCDS
JNDI Name: NXJCCDS 
Component-managed Authentication Alias: <node>/NXJCCDS server
（Value フ ィールドに入力します）

データベースが 1433以外のポート を使用している場合、 portNumber リンクを
ク リ ッ クし、 ポート番号を Value フ ィールドに指定し、 OK をク リ ッ クします。

4. Resouces グループで JDBC Prividers をク リ ッ クします。

JDBC Providers ページが表示されます。

5. New をク リ ッ クします。

Configuration情報が表示されます。

6. General プロパテ ィのドロップダウンリス トから作成する JDBC Providerのタイプ
を選択して、 ApplyClick ボタンを押下します。

以下の表は、 Unify NXJ によってサポート される様々なデータベースのタイプを示
しています。 残りの General プロパテ ィは、 JDBC プロバイダのタイプに基づいて
表示されます。 以下の表は、 Unify NXJ での使用において動作保証された各データ
ベースに対する推奨されるプロパテ ィの値を記述しています。

プロバイダ
フ ィールド
ラベル フ ィールドエン ト リ

DB2 Universal 
JDBC provider

Scope データソースが適用されるノードの名前を指定します。 

(Type 4) Name DB2 Universal JDBC Driver Provider

Description DB2 Universal JDBC Driver-compliant Provider

Classpath ${DB2UNIVERSAL_JDBC_DRIVER_PATH}/db2jcc.jar
${UNIVERSAL_JDBC_DRIVER_PATH}/
db2jcc_license_cu.jar
${DB2UNIVERSAL_JDBC_DRIVER_PATH}/
db2jcc_license_cisuz.jar

Native 
Library Path

( ブランク )

Implementati
on 
Classname

com.ibm.db2.jcc.DB2ConnectionPoolDataSource

DB2 Legacy JDBC 
provider

Scope データソースが適用されるノードの名前を指定します。

(Type 2) Name DB2 Legacy CLI-based Type 2 JDBC Driver

Description DB2 JDBC2-compliant Provider

Classpath ${DB2_JDBC_DRIVER_PATH}/db2java.zip

Native 
Library Path

( ブランク )

Implementati
on 
Classname

COM.ibm.db2.jdbc.DB2ConnectionPoolDataSource

Informix このリ リースではサポート されていません。
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7. Apply をク リ ッ クします。

8. JDBC Providers ページで、 Additional プロパテ ィの下の Data Sources をク リ ッ
クします。

Data Sources ページがデータベースド ライバに表示されます。

9. Data Sources ページで New をク リ ッ クします。

リ ソースのユニークな名前を入力して、 それがまだクリアにされない場合は、
Container managed persistence チェ ッ クボッ クスをク リアにします。

Component-managed Authentication Alias では、 実行時のデータベース認証のため
のエイリアスを入力します。

その他のフ ィールド値が、 生成されます。 

10. Apply をク リ ッ クします。

新し く追加されたデータソースの構成が表示されます。

11. Additinal プロパテ ィグループで、 Custom プロパテ ィ をク リ ッ クします。

MS SQL Server 
2000

このリ リースではサポート されていません。

MySQL このリ リースではサポート されていません。

Sybase JDBC Driver Scope データソースが適用されるノードを指定します。 

Name Sybase JDBC Driver

Description Sybase JDBC Driver

Classpath ${SYBASE_JDBC_DRIVER_PATH}/jconn2.jar

Native 
Library Path

（ブランク）

Implementati
on 
Classname

com.sybase.jdbc2.jdbc.SybConnectionPoolDataSource

Oracle JDBC Driver Scope データソースが適用されるノードを指定します。 

Name Oracle JDBC Driver

Description Oracle JDBC Driver

Classpath ${ORACLE_JDBC_DRIVER_PATH}/ojdbc14.jar

Native 
Library Path

（ブランク）

Implementati
on 
Classname

oracle.jdbc.pool.OracleConnectionPoolDataSource

Unify DataServer このリ リースではサポート されていません。

プロバイダ
フ ィールド
ラベル フ ィールドエン ト リ
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12. 以下の表で要約されるように、 データベースのプロパテ ィ を設定します。

13. Apply をク リ ッ クします。

14. データソース構成を保存します。

15. アプリケーシ ョ ンサーバを再起動します。

6.3 JBoss アプリケーシ ョ ンサーバ
JBoss アプリケーシ ョ ンサーバのデータソース定義を作成するには、 開発環境で使用さ
れるデータソース定義をコピーするか、 または新しいデータソース定義を作成します。

このセクシ ョ ンでは、 この 2 つの作業について記述しています。

• 既存の JBoss データソース定義をコピーする方法

• 新しい JBoss データソース定義を作成する方法

Unify NXJの使用に対する動作保証された JBossのバージ ョ ンについては、 『Unify NXJ
がサポートする構成』 を参照して く ださい。 

6.3.1 既存の JBossデータソース定義をコピーする 
NXJ開発環境から実行環境に JBoss データソース定義をコピーするステップは、 以下
のとおりです。

プロバイダ
タイプ フ ィールド ラベル フ ィールドエン ト リ

DB2 JDBC 
provider
(Type 4)

databaseName
serverName
portNumber

データベース名

サーバ名

ポート番号

DB2 JDBC 
provider
(Type 2)

databaseName データベース名

Informix JDBC 
Driver

このリ リースではサポート されていません。 

Sybase JDBC 
Driver

databaseName データベース名 

serverName データベースサーバ名

portNumber データベースサーバのポート

Oracle JDBC Thin 
Driver

URL データソースがコネクシ ョ ンを得るデータベー

ス。

MSSQL Server 
2000

このリ リースではサポート されていません。 

Unify DataServer このリ リースではサポート されていません。 
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1. データソース定義を含む XML フ ァイルの場所を指定します。

JBossは、 そのデータソース定義を XML ファイルに格納します。 ファイル名と
ディ レク ト リは以下のとおりです。

<UNIFY_WORK>\jboss\server\default\deploy\UnifyNXJ-<connection name>-
ds.XML.

例えば、 NXJ チュート リアルアプリケーシ ョ ンの場合、 以下のファイルがありま
す。

<C:\Unify\NXJWork\jboss\server\default\deploy\UnifyNXJ-tutorial-ds.xml

2. 実行環境に XML フ ァイルをコピーします。

ファイルは、 ステップ 1のように同じパスですが、 現在の実行環境に配置する必要
があります。 従って、 実行環境のホス トで以下のディ レク ト リにファイルを配置し
ます。

C:\Unify\NXJWork\jboss\server\default\deploy\<yourXMLfile>

3. 必要に応じて、 フ ァイルを編集します。

ユーザ名とパスワードを入力します。 あるいは、 異なる JDBC ド ライバが必要な場
合、 使用するアプリケーシ ョ ンサーバはここでド ライバを入れることができます。
接続名を変更しないで下さい。 例 : 

 <?xml version="1.0" encoding="UTF-8" ?>
<datasources>

<local-tx-datasource>
<jndi-name>tutorial</jndi-name>
<connection-url>jdbc:csv:C:/Unify/NXJWork/projects/

tutorials/databases/inet/db</connection-url>
<driver-class>com.inet.csv.CsvDriver</driver-class> 
<user-name /> 
<password /> 

</local-tx-datasource>
</datasources>

4. JBoss インス トールディ レク ト リに JDBC ド ライバをコピーします。

NXJ インス トールは、 サポート される JDBC ド ライバのサブセッ トのみを含みま
す。 DBMS ド ライバが含まれるかどうかを確認するために、 『Unify NXJ開発者ガイ
ド』 の第 3章の 3.2 を確認して く ださい。 DBMS ド ライバが含まれていない場合、
それを取得します。

JDBC ド ライバの .zip あるいは .jar ファイルを以下にコピーします。

<JBossInstallDir>/server/<serverName>/lib

説明 ： <JBossInstallDir>は、 JBossがインス トールされている場所で、
<serverName>は、 JBossサーバの名称です。

JDBC ド ライバをコピーする場所は、 『Unify NXJ開発者ガイ ド』 の第 3章の 「プロ
ジェク トの作成」 に記述されています。 
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5. DB2 データベースを使用する場合は、 JBoss起動スクリプ ト を変更する必要があり
ます。 Windowsの場合は run.bat、 UNIXの場合は run.sh を変更して DB2 クラスパ
スを追加します。 

Windowsの run.bat では

set JBOSS_CLASSPATH=%JBOSS_CLASSPATH%;%JAVAC_JAR%;%RUNJAR%

の後に以下の行を追加します。

set JBOSS_CLASSPATH=%JBOSS_CLASSPATH%;<SQLLIB>/java/
db2java.zip

UNIXの run.sh では

JAVA_OPTS="$JAVA_OPTS -Dprogram.name=$PROGNAME"

の前に以下の行を追加します。

JBOSS_CLASSPATH=$JBOSS_CLASSPATH:<SQLLIB>/java/db2java.zip

説明 ： <SQLLIB>は、 DB2がインス トールされている場所です。

この作業の実行後、 サーバで JDBC ド ライバクラスが利用できるようにするために
JBossサーバを再起動します。

6.3.2 新しいデータソース定義 XML ファイルを
作成する

1. テキス トエディ タで -ds.xml ファイルを作成します。

以下のテンプレート をエディ タにコピーすることができます。 -ds.xml ファイルの
構文は以下のとおりです。

<datasources>
<local-tx-datasource>

<jndi-name>yourDataSourceName</jndi-name>
<connection-url>yourJdbcURL</connection-url>
<driver-class>yourJdbcDriverClass</driver-class>
<user-name>yourUserName</user-name>
<password>yourPassword</password>

</local-tx-datasource>
</datasources>

説明 :

yourDataSourceNameは、 データソースの名称です。

yourJdbcURL は、 JDBC URL です （以下の表を参照）。

yourJdbcDriverClassは、 ド ライバのクラス名です （以下の表を参照）。

yourUserNameは、 接続の確立に使用するユーザです。
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yourPasswordは、 接続の確立に使用するパスワードです。

2. サーバの deploy ディ レク ト リにそれをコピーすることで、 このファイルを配備し
ます。

<JBossInstallDir>/server/<serverName>/deploy

説明 :

<JBossInstallDir>は、 JBossがインス トールされている場所です。

<serverName>は、 JBossサーバの名称です。

3. JBossサーバを再起動します。

JBoss アプリケーシ ョ ンサーバ インスタンスを再起動するための詳細は、 15 ペー
ジの 「JBoss アプリケーシ ョ ンサーバの使い方」 を参照して く ださい。

データ
ベース名 ド ライバ URL

IBM DB2 COM.ibm.db2.jdbc.app.
DB2Driver

jdbc:db2:<database name>
説明 : <database name> = データベース ID

IBM 
Informix

com.informix.jdbc.IfxDrive
r

jdbc:informix-sqli:
//<host>:<port>/<database name>: 
INFORMIXSERVER=<database server name>
説明 : <host>= ホス ト名 ;
<port>= データベースポート番号
<database name>= データベース名
<database server name>= データサーバ名 

MS SQL 
Server 
2000

net.sourceforge.jtds.jdbc.
Driver

jdbc:jtds:sqlserver://<host>:<port>
説明 : <host> = ホス ト名
<port> = データベースポート番号 

MySQL com.mysql.jdbc.Driver
以下のサイ トから ド ライ

バをダウンロード して
<UNIFY_HOME>\lib\
jdbcDrivers\ にインス トー
ルする必要があります。 
http://www.mysql.com/
downloads/api-jdbc-
stable.html.

jdbc:mysql://<host>:<port>/<dbname>
説明 : <host>= ホスト名 ;
<port>= データベースポート番号 ;
<dbname>= データベース名

Oracle oracle.jdbc.driver.
OracleDriver

jdbc:oracle:thin:@<host>:<port>:<SID>
説明 : <host> = ホス ト名
<port> = データベースポート番号
<SID> = データベース SID

Sybase com.sybase.jdbc2.
jdbc.SybDriver

jdbc:sybase:Tds:<host>:<port>
説明 : <host> = ホス ト名 
<port> = データベースポート番号 

Unify 
DataServe
r

simba.jdbc.SimbaDriver jdbc:simba:<host>:<port>/<DSN>
説明 : <host> = ホス ト名
<port> = データベースポート番号 
<DSN> = データソース名
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これで、 データソースの定義が完了します。

6.4 OracleApplication Server 10g
Unify NXJの使用に対する動作保証された OracleASのバージ ョ ンについては、 『Unify 
NXJがサポートする構成』 を参照して く ださい。

データソースの定義方法は、 使用している Oracle Application サーバのタイプ （OC4J
または Enterprise Edition） によって異なります。 

6.4.1 OC4J
1. コマンドウィ ン ドウを開きます。

2. <Oracle installation directory>/j2ee/<server name> ディ レク ト リに移動します。

説明 :

<Oracle installation directory>は、 Oracle9iAS Containers for J2EE （OC4J） がイ
ンス トールされているディ レク ト リの名称です。

<server name>はアプリケーシ ョ ンサーバの名称で、 デフォルトの名称は Unify 
NXJ アプリケーシ ョ ンサーバのデフォルトのインスタンスである “home” です。

3. アプリケーシ ョ ンサーバを起動するために、 java -jar oc4j.jar コマンドを入
力します。

4. 新しいコマンドウィ ン ドウを開き、 ステップ 2 にアクセスして <Oracle installation 
directory>/j2ee/<server name>ディレク ト リに移動します。

5. config/rmi.xml ファイルを開き、 rmi-server ポート を確認します。 

この <port number>はステップ 6 で使用します。

6. 以下の java コマンドを入力し、 デフォルトサーバにデータソースをインス トールし
ます。 コマンドの大文字と小文字は区別されます。

% java -jar admin.jar ormi://<localhost>:<port number> admin
<administrative password>
-application default
-installDataSource
-className com.evermind.sql.OrionCMTDataSource
-url jdbc:oracle:thin:@<host>:<port>:<sid>
-connectionDriver oracle.jdbc.OracleDriver
-location <data source name>
-username <database username> -password <database password>

説明 :

<localhost>は、 ORMI ホス トです。

<port number>は、 ORMI ポートです。
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<administrative password>は、 ORMI管理パスワードです。

<host>は、 データベースのホス ト名です。

<port> は、 データベースに接続するためのポート番号です。

<sid>は、 データベースシステム ID です。

<data source name>は、 作成するデータベース定義の名称です。

classNameは、 データソースを実装するクラスの名称です。

urlは、 データベース接続の URL です。

connectionDriverは、 このデータソースの JDBC ド ライバのクラス名です。

locationは、 データソースオブジェ ク トの JNDI論理名です。

usernameは、 接続先スキーマの名称です （オプシ ョ ン）。

passwordは、 接続先スキーマのパスワードです （オプシ ョ ン）。

以上でデータソースが作成されました。 

6.4.2 Enterprise Edition

Appllication Server Control ページの J2EE Applications リンクをク リ ッ クします。

1. default をク リ ッ クします。

2. Resources リス ト以下にある、 Data Sources をク リ ッ クします。

3. このアプリケーシ ョ ンサーバインスタンス用のデータソース定義が既に存在する場
合には、 Create Like をク リ ッ クして下さい。 データソース定義が無い場合は、
Create をク リ ッ クします。

定義するデータソースに応じてページの各項目を指定して下さい。 詳細について
は、 Oracle 10gのドキュ メン ト を参照して く ださい。 

4. ページの一番下で、 Create をク リ ッ クします。

データソースが作成されます。 
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